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器種
法星(cm) 乳 胎土

成 形 調 整 文 様
備 考No 

器高 内ロ径 底径 度 外 面 面
67 高坪 10. 4 完 ヘラミガキ ・ 赤彩 ハケ→ナデ 覆土下層
68 高坪 8. 0 3/4 磨耗、 詳細不明 坪部：ヘラミガキ ・ 赤彩 胴部：磨耗不明 覆土上附
69 高坪 2/3 ヘラミガキ・赤彩 ヘラミガキ ・ 赤彩 覆土下府
13号住居址
70 壷 23. 9 2/3 口縁：縦ハケ→ヘラミガキ？ 頸部：箆描直線文6 胴部：磨耗、 詳細不明 磨耗．剥落、 詳細不明 床直上

71 壷 18. 5 2/3 日唇．へうミガキ・赤彩、 口縁：縦ヘラミガキ 、 頸郎：右回り等間隔止め簾状文2 (上→下）→波状文 口縁：ヘラミガキ ・ 赤彩、 頚部：ハケ→ナデ 床直上

72 壷 19. I 2/3 口縁：波状文1、 ハケ→ヘラミガキ？頸部：右回り等間隔止め簾状文2 (上→下）→櫛描斜走短線 ロ縁：ヘラミガキ・赤彩、 頚部：ナデ 床直上

73 壷 14. 4 1/3 口縁：強横ナデ、 ハケ→ナデ ハケ→ナデ 覆土上阿

74 壷 17. 6 1/4 ロ縁：ナデ→ヘラミガキ？ 横ヘラミガキ？（磨耗不明） 覆土上庖

75 壷 2/3 頸部：波状文3帯→箆描沈線区画 磨耗詳細不明 トレンチ 、 覆土

76 壷 1/2 頸部：箆切T字文（直線文2)→箆描鋸歯文→円形浮文 横ヘラミガキ 疫土下庖

77 壷 1/6 頸部：波状文→箆描沈線区画 胴部：ハケ→ナデ ナデ 覆土下阿

78 壷？ 18. I 1/8 ハケ→ヘラミガキorナデ 横ナデor横ヘラミガキ 床直上

79 壷 9. 4 3/4 胴部：ハケ→縦ヘラミガキ、 底部：ヘラケズリ→ナデ ハケ、 剥落詳細不明 pg埋設土器
80 甕 18. 0 1/8 口縁：強横ナデ、 頸部：右回り等間隔止め簾状文 強横ナデ 覆土下同

81 甕 18. 2 1/8 ロ縁：強横ナデ 頸部：櫛簾状文or直線文 強横ナデ トレンチ

82 甕 22.8 1/10 口唇：縄文(LR) 、 口縁：強横ナデ 強横ナデ 覆土下屈

83 壷 9. 2 1/10 ヘラミガキ• 赤彩 ロ縁：ヘラミガキ・赤彩、 胴部：ナデ 覆土下層

84 甕 19. 2 3/4 口縁：強横ナデ、 頸～胴上部：櫛波状文6帯（上→下）胴下部：ハケ→ヘラミガキ？ 日縁：強横ナデ、 胴上部：/\ケ→ナデ、 胴下部 ’ ヘラミガキ pg埋設土器

85 鉢 26. 0 I/LO 口縁：横ナデ、 体部：ハケ→横ナデ ハケ→ヘラミガキ ・ 赤彩 トレンチ 、 覆土

86 高坪 20. 4 1/10 ヘラミガキ ・ 赤彩 ヘラミガキ ・ 赤彩 覆土上陪

87 高杯 15. 9 1/6 口唇：2個 一対の山形突起 体部：ハケ→ナデ（ヘラミガキ・赤彩なし） 横ヘラミガキ ・ 赤彩 床直上

88 高坪 2/3 ヘラミガキ・赤彩 坪部：ヘラミガキ ・ 赤彩、 胴部：ナデ 覆土上恩

14号住居址
89 壷 1/4 箆描横羽状文→箆描鋸歯文 胴部· ナデorミガキ ハケ→ナデ 覆土

90 壷 1/3 ハケ→ナデ ナデ 覆土

91 壷 1/3 ハケ ハケ 殺土

92 甕 II. 2 1/4 口縁：強横ナデ、 胴部：ナデ ロ縁：強横ナデ、 胴部：ヘラケズリ 覆土

93 甕 6.8 2/3 ハケ→ナデ、 底部周辺：ヘラケズリ、 底部：ヘラケズリ ナデ 税土

15号住居址
94 壷 16. 4 1/2 波状文l、 磨耗詳細不明 横ヘラミガキ 覆土

95 壷 19. 5 1/10 口唇’ヘラミガキ・赤彩 口縁：強横ナデ 横ヘラミガキ・赤彩 覆土

96 壷？ 20.4 1/10 ハケ→強横ナデ 横ナデ 覆土

97 甕 1/6 頸部：右回り等間隔止め簾状文l→波状文2、 胴部：ナデ 摩耗、 詳細不明 殺土
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98 甕 6. 6 1/6 櫛縦羽状文？ ハケ→ナデ 磨耗、 詳細不明 覆土

99 甕 1/10 頸部．右回り等間隔止め簾状文l→波状文2、 胴部：縦羽状文 磨耗、 詳細不明 覆土

100 甕 7. 8 1/3 櫛斜交子文 ハケ→ナデ 底部：ヘラケズリ→ナデ ハケ→ナデ（ヘラミガキなし） 覆土

IOI 甕 7. 7 2/3 ハケ→ナデ？ 磨耗、 詳細不明 預土

102 高坪 11. 2 1/3 ヘラミガキ・赤彩 磨耗、 詳細不明 覆土

103 高坪 20. 5 1/4 ヘラミガキ・赤彩 ヘラミガキ• 赤彩 覆土

104 高坪 6. 6 2/3 ヘラミガキ・赤彩 坪部：ヘラミガキ• 赤彩、 胴部：ナデ 覆土

16号住居址
105 壷 20.4 4/5 ロ縁：ナデ→ヘラミガキ、 頸部：箆切T字文（直線文2上→下）胴部 ハケ→ヘラミガキ 口縁：ヘラミガキ？（磨耗） 頚部：ナデ R2 

106 壷 19. 8 l/8 口唇：LR縄文 口縁：ハケ→横ナデ 横ナデ 覆土

107 壷 15. 9 完 口縁 ’ 強横ナデ、 ハケ→ヘラミガキ？ 頸部．箆切T字文（直線文2上→下）胴部：／＼ケ→縦ヘラミガキ ロ縁：横ヘラミガキ？ 胴部：ハケ→ヘラケズリ R4 

108 壷 3/4 口縁：ハケ→ヘラミガキ、 頸部：箆描沈線6本、 胴部：ハケ→ナデ 剥落、 磨耗、 詳細不明 R7 

109 壷 1/3 口縁：縦ハケ→ヘラミガキ、 頸部：右回り等間隔止め簾状文 ハケ→横ヘラミガキ 床直上

110 壷 1/3 頸部：櫛直線文？→波状文2(上→下） 剥落詳細不明 覆土
111 壷 I I. 0 完 ハケ→ナデ（ヘラミガキなし） 剥落詳細不明 R 1 

112 壷 1/3 ハケ 剥落詳細不明 翌土
113 坪 8. 3 4. 0 5. 2 完 ナデ、 底部：ナデ ハケ→ナデ R6 
114 壷 11. 3 5. 5 15. I 完 ヘラミガキ・赤彩 口縁：ヘラミガキ ・ 赤彩、 胴部：ハケ→ナデ R3 
115 鉢 7. 2 2/3 ナデ 横ヘラミガキ・赤彩 床直上
l 16 高坪 1/4 ハケ→ヘラミガキ ・ 赤彩 ヘラミガキ ・ 赤彩 覆土
117 高坪 9.6 1/3 ヘラミガキ・赤彩 ハケ→ナデ 覆土
I 18 高坪 8.8 1/3 ヘラミガキ ・ 赤彩 ナデ 覆土
119 高坪 22. 0 l/10 ヘラミガキ ・ 赤彩 ヘラミガキ・赤彩 覆土
120 高坪 2/3 ヘラミガキ ・ 赤彩 ヘラミガキ ・ 赤彩 R5 
17号住居址
121 壷 18. 9 1/4 ロ縁：強横ナ．デ→ハケ→ナデ 、 頸部：右回り2連止め簾状文 口縁：ヘラミガキ・赤彩、 頚部：ナデ 覆土
122 壷 20.0 1/4 口唇：山形突起6、 口縁：強横ナデ、 ハケ→ナデ 横ヘラミガキ・赤彩 覆土
123 壷 19. 0 l/4 ロ唇：赤彩、 口縁：ハケ→ナデ、 頸部：交互刺突文→波状文2 口縁：ハケ→ナデ・赤彩、 頚部：ヘラナデ→ナデ 覆土
124 壷 14. 2 完 ロ縁：ハケ→横ナデ 、 頸部：右回り等間隔止め簾状文 口縁：横ナデ 、 頚部：ナデ 覆土
125 壷 20.0 1/4 口縁：強横ナデ 、 ハケ→ナデ 横ナデ 柱穴内

126 壷 14. 0 2/3 口縁：LR縄文、 ハケ→ナデ 頸部：箆描横羽状文 横ヘラミガキ ・ 赤彩 覆土
127 壷 14. 8 1/4 磨耗、 詳細不明 横ヘラミガキ 覆土上思
128 蛍'*' 13. 6 1/6 口縁：強横ナデ 、 ハケ→ナデ 横ヘラミガキ 覆土
129 壷 1/3 頸部：右回り等間隔止め簾状文2(上→下） ハケ→ナデ 覆土
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130 壷 1/3 口縁：ハケ→ナデ 、 頸部：箆描横羽状文 ハケ→ヘラミガキ ・ 赤彩 覆土

131 壷 1/6 頸部：箆切T字文→波状文2 ナデ 覆土上陪

132 蛍""" 10. 5 1/3 ハケ、 底部：ヘラケズリ 横ハケ 覆土

133 壷 8. 7 1/2 ハケ→ヘラミガキ、 底部周辺：ヘラケズリ 底部：ヘラケズリ ハケ→ナデ 覆土

134 鉢 5. 2 1/3 ハケ→ナデ 、 底部周辺：ヘラケズリ 底部：ヘラケズリ ヘラミガキ ・ 赤彩 覆土

135 亜ギ 10. 4 2/3 ハケ→縦ヘラミガキ、 底部：ヘラケズリ ハケ→ナデ 覆土

136 甕 6. 6 1/3 櫛縦羽状文、 磨耗詳細不明 磨耗詳細不明 覆土

137 甕 18. 4 1/4 口縁：強横ナデ 、 頸部：右回り等間隔止め簾状文 ロ縁：強横ナデ、 頚部：ハケ→ナデ 投土

138 甕 l/6 頸部：右回り等間隔止め簾状文 胴部：波状文2 ハケ→ナデ？ 覆土

139 高坪 16. I 1/6 口縁：横ナデ、 坪部：ハケ→ナデ ハケ→ヘラミガキ・赤彩 疫土

140 鉢 22. 9 1/4 口縁：横ナデ、 坪部：ハケ→ナデ 横ヘラミガキ・赤彩 覆土

141 鉢 6. 0 1/4 ハケ→ナデ、 底部周辺：ヘラケズリ、 底部：ヘラケズリ→ナデ 横ヘラミガキ ・ 赤彩 覆土

142 鉢 20. 0 5. 6 9. 8 1/3 ヘラミガキ ・ 赤彩、 底部周辺：ヘラケズリ ヘラミガキ ・ 赤彩 覆土

143 鉢 13. 8 1/4 ハケ→ナデ ハケ→雑なヘラミガキ 覆土

18号住居址

144 壷 1/3 口縁：ハケ→ナデ 頸部：波状文1 ロ縁：ヘラミガキ ・ 赤彩 頚部：ハケ 覆土

19号住居址

145 甕 20. 2 1/2 口唇：櫛波状文 口縁：強横ナデ 、 頸部．右回り2連止め簾状文2→波状文 胴部：櫛縦羽状文 日緑：強横ナヂ胴上郎. I\ケ→ナデ｀胴下部→／＼ケ→へうミガキ 覆土

146 甕 7. 7 1/4 口縁：横ナデ 、 頸部：右回り等間隔止め簾状文 ハケ→ナデ 覆土

147 甕 I 5. 2 1/6 口縁：強横ナデ、 頸部：右回り等間隔止め簾状文→波状文 口縁：強横ナデ 、 胴部：ナデ 覆土

148 甕 1/4 頸部：右回り2連止め簾状文（上→下）→波状文、 胴部：櫛縦羽状文 ハケ→ナデ 覆土上層

149 甕 l/8 頸部：左回り等間隔止め簾状文2 (上→下）、 胴部：ナデ？ ナデ？ 覆土

150 甕 1/6 頸部：右回り等間隔止め簾状文2 (上→下）→波状文、 胴部：ハケ→ナデ ヘラケズリ→ナデ 覆土

151 壷 9. 2 1/3 片口 、 口縁：横ナデ、 頸部：ナデorヘラミガキ 詳細不明 トレンチ、 覆土

152 壷 9. 5 1/3 横ナデ 横ナデ 覆土

153 壷 12. 4 l/4 口縁：横ナデ 、 頸部：櫛波状文 横ナデ 覆土

154 壷 20.3 1/6 ロ唇：赤彩、 口縁：強横ナデ、 頸部．縦ハケ ハケ→ヘラミガキ・赤彩 トレンチ、 覆土

155 壷 14. 6 l/4 ハケ→横ナデ ハケ→ヘラミガキ・赤彩 トレンチ、 覆土

156 壷 17. 8 1/10 口唇：面とり、 横ナデ ロ縁：磨耗詳細不明 磨耗詳細不明 投士

157 壷 19. 0 1/10 強横ナデ、 ハケ ナデ→軽いヘラミガキ 覆土

158 壷 22. 7 1/6 口縁：強横ナデ、 頸部：ハケ・ナデ 口縁：強横ナデ、 ハケ→ナデ 覆土

159 壷 17. 2 1/8 口縁：強横ナデ、 磨耗詳細不明 ロ縁：強横ナデ、 磨耗詳細不明 覆土上層

160 亜＝ I 7. 4 9.4 36. 6 完 口緑：強横ナデ、 ハケ 頸郎：櫛直線文2 (上→下） 胴部：／＼ケ→へうミガキ、底郎’ヘラケズリ→ナデ 口縁：強横ナデ、 頚部：ハケ→ナデ、 胴部：ハケ→ナデ 床直上

161 壷 1/6 口縁：ハケ→横ナデ 頸部：直線文→波状文→直線文 ハケ→ヘラミガキ・赤彩 覆土上屈
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162 壷 2/3 口縁：ハケ→ナデ 頸部：右回り等間隔止め簾状文2 (上→下）→波状文 ロ縁：横ヘラミガキ・赤彩、 頚部 ハケ→ナデ 床直上

163 壷 1/3 ロ縁· ヘラナデ 頸部：右回り等間隔止め簾状文→波状文 ヘラミガキ、 詳細不明 覆土

164 壷 1/6 口縁：ハケ→ナデ、 頸部：波状文→右回り等間隔止め簾状文→鋸歯文状の波状文 磨耗詳細不明 覆土

165 壷 1/6 頸部：右回り等間隔止め簾状文→波状文（全周しない） 横ハケ→ナデ、 ヘラミガキ トレンチ、 覆土

166 壷 l/6 頸部．右回り等間隔止め簾状文→波状文（波状文は扇形展開） 横ハケ 覆土

167 壷 1/4 頸部：櫛直線文2 胴部：ハケ→ナデ 頚部：ミガキ、 胴部：ナデ 覆土

168 壷 1/3 口縁：ハケ→ナデ、 頸部：右回り等間隔止め簾状文→鋸歯文状の波状文→箆沈線充填 ハケ→ナデ 覆土

169 壷 6. 0 2/3 胴部：ハケ→ヘラミガキ、 底部：ナデ ハケ→ナデ 覆土

170 壷 8. 6 2/3 胴部：ハケ：ナデ、 ヘラミガキ 底部．ヘラケズリ →ナデ ハケ→ナデ 覆土

171 鉢 15. 2 4. 2 6. 6 3/4 ヘラミガキ・赤彩、 底部周辺ヘラケズリ、 底部：ヘラケズリ →ナデ ヘラミガキ ・ 赤彩 床直上

172 鉢 14. 9 1/6 片口、 ハケ→ナデ ハケ→ナデ 殺土上層

173 高坪 17. 0 1/3 ハケorヘラケズリ→ヘラミガキ ・ 赤彩 ヘラミガキ・赤彩 疫土

174 高坪 9.4 1/2 ヘラミガキ ・ 赤彩 坪部：ヘラミガキ ・ 赤彩、 頚部：ハケ→ナデ 覆土

175 高坪 2/3 ヘラミガキ ・ 赤彩 ヘラミガキ・赤彩 股土上層

20号住居址
176 亜"'* 18. 6 1/2 口縁：強横ナデ・ハケ 頸部：右回り等間隔止め簾状文2 (上→下） 強横ナデ、 ハケ（ヘラミガキなし） 柱穴内

177 壷 1/6 頸部：2本一対の箆切T字文→波状文 胴部：ハケ→ヘラミガキ ハケ・ナデ 柱穴内

178 亜-,,,,, 1/4 頸部：左回り等間隔止め簾状文→波状文→箆描鋸歯文、 胴部：ヘラミガキ ・ 赤彩 ロ縁 ヘラミガキ ・ 赤彩 胴部：ナデ 覆土

179 壷 1/4 口縁：ハケ→ナデ、 頸部：右回り等間隔止め簾状文2 (上→下）胴部：磨耗不明 磨耗詳細不明 毅土

180 壷 9. 5 2/3 胴上部：縄文、 ハケ→ナデ、 胴下部：ハケ→ヘラミガキ 底部：ヘラケズリ→ナデ 粗土・柱穴内

181 壷 18. 7 1/10 ナデ ヘラミガキ ・ 赤彩 覆土下層

182 甕 l/6 ゜ 頸郎．左回り等間隔止め簾状文2 (上→下）→箆状工具交互刺突文、 胴郎： 2本一対の箆による、 コの字重ね？ ユビナデ 覆土下層
183 甕 14. 0 l/4 口縁：強横ナデ、 頸部：右回り等間隔止め簾状文、 胴部：波状文2、 縦 ヘラミガキ 口縁：横ナデ、 胴部：ヘラミガキ 覆土
184 甕 22. 6 1/10 横ナデ 横ナデ 覆土
185 甕 13. 0 1/8 口縁：横ナデ、 頸部：右回り等間隔止め簾状文 横ナデ 裂土下層
186 甕 11. 4 1/10 口縁：磨耗詳細不明、 頸部：右回り2連止め簾状文 磨耗詳細不明 覆土
187 甕 7. 4 完 縦ヘラミガキ、 底部：ヘラミガキ 横 ヘラミガキ 粒土下層
188 裔坪 26. 2 1/4 口唇：山形突起＋刻み、 坪部：ハケ→ナデ ヘラミガキ・赤彩 覆土
189 高坪 12. 4 l/6 ヘラミガキ ・ 赤彩 ハケ→ナデ 柱穴内
2 1号住居址
190 壷 17. 6 1/4 磨耗、 詳細不明 横ヘラミガキ・赤彩 授土
191 壷 1/6 ロ縁：剥落、 詳細不明 頸部：右回り等間隔止め簾状文→波状文 ハケ→ヘラミガキ トレンチ、 覆土
192 壷 1/8 頸部．櫛直線文？→円形浮文→波状文2 磨耗詳細不明 覆土
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法拭 (cm) 遺 成 形 調 整 文 様
No 器種

器高
存 胎土 備 考

ロ径 底径 度 外 面 内 面
22号住居址
193 壷 24. 2 完 口縁：磨耗詳細不明 頸部：箆描直線文 ロ縁：ヘラミガキ ・ 赤彩 頚部：ナデ 床直上
194 壷 14.4 3/4 ロ縁：RL縄文、 斜ハケ、 頸部：右回り等間隔止め簾状文→波状文、 胴部：ハケ→ヘラミガキ 口縁：強横ナデ・ハケ→ヘラミガキ、 胴部：ナデ 覆土下層
195 壷 21.4 1/4 口縁：強横ナデ、 ハケ 横ナデ 覆土
196 壷 17. 4 1/4 ロ縁：ハケ→ナデ ハケ→ヘラミガキ・赤彩 覆土
197 壷 1/4 頸部：箆切T字文（直線文3上→下）→竹管刺突充填鋸歯文 ハケ→ナデ 覆土
198 壷 3/4 頸部：3本一対の箆状工具による右回り等間隔止め簾状文2 胴部：ハケ→ヘラミガキ 頚部：ハケ→ヘラミガキ 胴部：ハケ 覆土下層
199 壷 8. 4 3/4 胴上部：ハケ→ヘラミガキ、 胴下部：ハケ 底部：ヘラミガキ ハケ 覆土
200 壷 11 0 2/3 底部周辺：ヘラケズリ 、 底部：ヘラケズリ→ナデ ナデ 覆土
201 壷 4. 2 完 胴部：ナデ・赤彩、 底部：ヘラケズリ 口縁：赤彩、 内部に赤色顔料逍存 覆土下層
202 甕 25. 9 1/4 口縁：強横ナデ、 ハケ→ナデ、 頸部：右回り等間隔止め簾状文 口縁：ハケ→横ヘラミガキ、 頚部：ハケ→ナデ 覆土
203 甕 23. 4 1/6 ロ縁：強横ナデ、 波状文l、 頸郎：右回り等間隔止め簾状文l 、 波状文 l 、 胴部：磨耗詳細不明 口縁：ハケ→強横ナデ、 胴部：ハケ（ヘラミガキなし） 覆土
204 甕 7.4 1/4 ハケ 底部：ヘラケズリ ハケ→ナデ（ハケ原体は外面と異なる） 覆土
205 甕 21. 6 1/6 口縁：強横ナデ、 頸部：右回り等間隔止め簾状文 口縁：強横ナデ、 頚部：ハケ→ナデ 祖土
206 甕 16. 8 1/6 口唇：面 とり 口縁：横ナデ、 頸部：右回り等間隔止め簾状文 横ナデ 覆土
207 甕 20. 0 1/10 口縁：横ナデ、 頸部：右回り等間隔止め簾状文 ハケ→横ナデ 覆土
208 甕 16. 7 1/10 口縁：櫛波状文2 (上→下） 横ヘラミガキ 覆土

209 甕 15. 5 1/4 口縁：櫛波状文、 磨耗詳細不明 横ヘラミガキ 覆土

210 甕 16. 9 1/8 口縁：櫛波状文3、 磨耗詳細不明、 頸部：右回り簾状文 横ヘラミガキ 覆土
211 甕 11. 6 2/3 口縁：櫛波状文2 (上→下）、 頸部：右回り2連止め簾状文 胴部：波状文 横ヘラミガキ 床直上

212 甕 1/4 口縁：ハケ→ナデ、 頸部：右回り等間隔止め簾状文、 胴部：波状文 ロ縁：ハケ→ヘラミガキ、 胴部：ハケ 覆土下層

213 甕 1/8 頸部：右回り等間隔止め簾状文2 (上→下）→波状文、 胴部：櫛単斜線文？ 磨耗詳細不明 覆士

214 甕 1/4 ロ縁：ヘラミガキ、 頸部：櫛直線文→波状文 磨耗詳細不明 覆土

215 甕 1/4 頸部：右回り等間隔止め簾状文2 (上→下）→波状文、 胴部：櫛縦羽状文 頚部：磨耗不明、 胴部：ハケ（ヘラミガキなし） 覆土

216 鉢 18. 0 1/4 ハケ→ナデ ハケ→ナデ 覆土

217 高坪 18. 8 1/6 ヘラミガキ ・ 赤彩 ヘラミガキ ・ 赤彩 覆土

218 高坪 18. 8 1/6 ヘラミガキ ・ 赤彩 ヘラミガキ ・ 赤彩 覆土

219 高杯 15. 2 3/4 ヘラミガキ ・ 赤彩 坪部：ヘラミガキ ・ 赤彩、 胴部：ハケ→ナデ 覆土

23号住居址
220 壷 22. 2 10. 6 48. 2 3/4 D唇：へうミガキ・赤彩、 口縁：/\ケ・ナデ．顆郎：箆切T字文（直緑文4上→下）→鋸歯文、胴郎．へうミガキ 口縁：ヘラミガキ・赤彩、 胴部：ヘラナデ・ナデ 覆土下層

221 壷 17. 6 2/3 口縁：強横ナデ、 頸部：箆切T字文 ヘラミガキ ・ 赤彩 床直上

222 亜ギ l/6 頸部：右回り等間隔止め簾状文→鋸歯文→円形浮文 横ナデ 覆土

223 壷 20. 9 1/2 口縁：強横ナデ・ハケ 頸部：箆描横羽状文 横ハケ→ナデ 床直上

224 亜ギ 17. 6 3/4 口縁：強横ナデ、 波状文l 頸部：波状文3 (上→下）→下端箆沈線区画 口縁：ハケ→ナデ 頚部：ナデ 覆土下層～床直上
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法量 (cm) 迫 成 形 調 整 文
No 器種 昆 胎土

外 面 内 面
備

口径 底径 器高
225 壷 1 /4 頸部：櫛直線文orT字文→波状文2 、 胴部：ハケ→ヘラミガキ 剥落詳細不明 覆土下層

226 壷 5. 8 完 胴部：ハケ→ヘラミガキ 底部：ナデ 口縁．磨耗詳細不明、 胴部． ハケ・ナデ 覆土下層

227 口唇：つまみ上げ状の横ナデ、 口縁：横ナデ 横ナデ 覆土

228 壷 1 /3 頸部：箆切T字文（直線文3上→下） →鋸歯文 ハケ→ナデ 覆土上層

229 壷 1 /3 口縁：ハケ→ナデ 頸部：櫛直線文 ナデ（磨耗不明） 床直上

230 壷 20. 8 1 /8 ハケ→ヘラミガキ ・ 赤彩 ヘラミガキ・赤彩 覆土下層

231 壷 1 /3 ハケ 剥落、 詳細不明 覆土下層～床直上

232 坪 6. 9 3. 3 2. 3 1 /4 ユビナデ ユビナデ 床直上

233 甕 1 /1 0  頸部：右回り等間隔止め簾状文 胴部：波状文3 (上→下）→縦羽状文 ハケ→ヘラミガキ 覆土下層

234 甕 1 /8 頸部：右回り等間隔止め簾状文 胴部：波状文（右回りの区画単位施文） 横ヘラミガキ トレンチ、 覆土上層

235 鉢 1 7. 6 5. 3 7. 5 1 /3 ロ縁：強横ナデ、 体部：ヘラケズリ→ナデ 底部：ヘラケズリ→ナデ ヘラミガキ・赤彩 覆土下層～床直上

236 高坪 1 9. 8 1 /4 ヘラミガキ・赤彩 ヘラミガキ・赤彩 覆土

237 高坪 9. 5 完 ヘラミガキ• 赤彩 ヘラミガキ 柱穴内

24号住居址
238 壷 1 6. 8 1 /3 ナデ ナデ 殺土

239 壷 1 8. 4 1 /6 ハケ→ナデ ナデ 殺土
240 壷 1 4. 9 3/4 口縁：横ナデ、 頸～胴上部：ハケ～ヘラナデ 口縁：ハケ→横ナデ 胴部：ハケ 覆土
241 壷 1 /2 口縁：ハケ（剥落不明） 、 頸部：右回り等間隔止め簾状文2 (上→下） →波状文 口縁：ハケ→横ナデ、 頚部：ナデ 覆土
242 蛍＝ 9. 8 1 /3 ハケ→ナデ 、 底部：ヘラケズリ ハケ→ナデ 覆土
243 甕 23. I 1 /8 口縁：横ナデ、 波状文 1 頸部：右回り等間隔止め簾状文2 (上→下） →波状文 ロ縁：横ナデ、 胴部：ナデorヘラミガキ 覆土下層～床直上
244 甕 1 2. 9 1 /1 0  口唇：RL縄文、 口縁：横ナデ、 頸部：右回り等間隔止め簾状文 ナデ 覆土
245 蓋 1 /3 つまみ：指頭押捺→ユビナデ、 体部 ’ ハケ つまみ：ナデ、 体部：ヘラケズリ→ナデ 柱穴内
246 高坪 1 2. 5 1 /4 ヘラミガキ・赤彩 ハケ→ナデ 覆土
247 高坪 1 3. 0 1 /2 ハケ→ヘラミガキ ・ 赤彩 ハケ→ナデ 覆土
25号住居址
248 壷 17. 3 1 /3 口縁・ヘラミガキ？ （磨耗不明） 、 頸部：櫛直線文or簾状文（磨耗不明） ナデ→ヘラミガキ（磨耗不明） 覆土下層～床直上
249 壷 1 3. 6 1 /3 口縁：ハケ→強横ナデ 、 頸部：右回り等間隔止め簾状文2 (上→下） 口縁：ヘラミガキ・赤彩 頚部：ナデ 覆土
250 壷 1 8. 5 1 /6 ハケ ハケ→横ナデ 柱穴内
251 壷 25. 7 l/1 0 ハケ→強横ナデ ヘラミガキ ・ 赤彩 覆土
252 壷 1/4 口縁：ハケ→ナデ 頸部：右回り等間隔止め簾状文 ハケ→ナデ 覆土
253 壷 1/3 右回り等間隔止め簾状文2 口縁：ヘラミガキ・赤彩、 頚部． ハケ→ナデ 覆土
254 壷 3/4 口縁：ハケ→ナデ、 頸部：右回り等間隔止め簾状文→鋸歯文、 胴部 ハケ→ヘラミガキ 口縁：ヘラミガキ、 胴部：ハケ→ナデ 覆土下僧～床直上
255 壷 1 /3 口縁：ヘラミガキ、 頸部：右回り等間隔止め簾状文2 (上→下） 胴部．ハケ→ヘラミガキ 口縁：横ナデ、 胴部：ハケ 、 ヘラケズリ 柱穴内
256 甕 7. 0 2/3 ヘラミガキ、 底部：ヘラケズリ→ナデ ハケ→ヘラミガキ 床直上
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法量 (cm) 遺 成 形 調 整 文 様
No 器種 存 胎土

外
備 考

ロ径 底径 器高 度 面 内 面
2 57 壷 1/2 ハケ→ナデ ハケ 床直上
2 58 甕 l/ 3 頸部：右回 り等間隔止め簾状文3 (上→下）、 胴部：波状文2 ハケ （ヘラミガキなし） 覆土下層～床直上
2 59 甕 15. 0 1/ 3 口唇 ’ 山形突起＋ 刻み、 口縁：櫛波状文、 頸郎 ’ 左回 り等間隔止め援状文2 、 波状文l 、 胴郎 ’ へ うミガキ 口縁：横ヘラミガキ、 胴部：ヘラケズリ 床直上
2 60 高坪 17. 2 9. 7 15. 9 3/ 4 ヘラミガキ ・ 赤彩 坪部：ヘラミガキ・赤彩、 胴部：横ナデ 床直上

2 61 高坪 15. 8 1/ 10 ヘラミガキ ヘラミガキ ・ 赤彩 覆土下層～床 直上
2 62 鉢 7. 0 1/ 3 ヘラミガキ ・ 赤彩、 底部：ヘラケズリ ヘラミガキ・赤彩 床直上
26号住居址
2 63 壷 16. 4 3/ 4 ロ縁：強横ナデ、 縦ヘラミガキ 、 頸部：箆切 T字文 （直線文2) →箆描鋸歯文 口縁：ヘラミガキ、 頚部：ナデ 覆土下層
2 64 蛍-ah- 8. 2 l/2 口縁：磨耗詳細不明 頸部：右回り等間隔止め簾状文 磨耗詳細不明 栢土
2 65 壷 19. 6 1/ 10 強横ナデ、 磨耗詳細不明 強横ナデ、 磨耗詳細不明 覆土上層
2 66 壷 18. 8 1/ 10 磨耗詳細不明 ヘラミガキ・赤彩 疫土下層
2 67 壷 1/ 6 頸部：箆描横羽状文→鋸歯文 ナデ 覆土上層
2 68 壷 1/ 4 ロ縁：ハケ→ナデ、 頸部：箆切T字文 磨耗詳細不明 覆土
2 69 壷 1/2 箆描横羽状文→鋸歯文、 胴部：磨耗不明 ナデ 投土下層
2 70 甕 7. 5 1/ 3 縦ヘラミガキ 横ヘラミガキ 覆土下層
2 71 甕 12 . 0 1/ 4 口縁：強横ナデ 頸部：右回 り等間隔止め簾状文 口縁：強横ナデ、 頚部 ： ナデ 覆土下層
2 72 鉢 12 . 4 1/ 8 ロ縁：横ナデ、 体部 ： ヘラケズリ ヘラケズリ 覆土下層
2 73 高坪 10. 8 3/ 4 ヘラミガキ ・ 赤彩 坪部：ヘラミガキ · 赤彩、 胴部：ナデ 覆土下層
2 74 鉢 2 1. 0 7. 2 IO . 2 1/2 ヘラミガキ ・ 赤彩 ヘラミガキ ・ 赤彩 覆土下層
27号住居址
2 75 壷 完 口縁：ハケ→ヘラミガキ、 頸部：箆描横羽状文→鋸歯文 ヘラミガキ？ 剥落詳細不明 覆土下層～床直上

2 76 壷 1/ 4 半載竹管連続剌突＋波状文→右 回 り等間隔止め簾状文2 口 縁：赤彩、 頚部：ナデ 覆土
2 77 壷 1/ 4 頸部 ．櫛縦羽状文、 胴部：ヘラミガキ ・ 赤彩 ハケ 覆土
2 78 甕 12 . 7 1/ 8 口縁：強横ナデ、 頸部：右回 り等間隔止め簾状文 強横ナデ 覆土
2 79 甕 l6. 6 1/ 10 口唇：RL縄文、 口縁：横ナデ 横ナデ 覆土下層～床直上
2 80 甕 19. 2 1/ 10 ハケ→強横ナデ ナデ 覆土
2 81 甕 1/ 3 頸部：櫛直線文2、 胴部：波状文3→櫛単斜条痕 ハケ→ヘラミガキ 覆土

2 82 甕 1/ 8 頸部：直線文or簾状文、 胴部：波状文→単斜条痕or縦羽状文 ハケ→ナデ 覆土
2 83 甕 1/ 6 頸部：右回 り等間隔止め簾状文→波状文、 胴部：赤彩 （剥落、 詳細不明） 口 縁：ヘラミガキ · 赤彩、 胴部：ナデ 覆土
2 84 壷 5. 8 1/ 3 ハケ→ナデ・赤彩 ナデ 覆土下層～床直上

2 85 鉢 15. 3 l/ 6 ヘラミガキ・赤彩 ナデ 覆土
2 86 高坪 2 5. 2 1/ 10 ロ唇：ヘラ刻み、 坪部：ハケ→ヘラミガキ ・ 赤彩 ヘラミガキ・赤彩 覆土下層～床直上

2 87 鉢 2 0.4 1/ 8 ハケ→ヘラミガキ ヘラミガキ ・ 赤彩 覆土下層～床直上
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法量(cm) ! 胎土
成 形 調 脆 文 様

備 考No 器種
ロ径 底径 器高 外 面 内 面

28号住居址

2 88 壷 2 3. 6 1/3 口縁：ハケ （剥落、 詳細不明）、 頸部：2 本一対の箆切 T字文、 胴部：ハケ ハケ→ナデ （磨耗詳細不明） 覆土

2 89 壷 l/4 頸部：櫛直線文2 →波状文 磨耗詳細不明 覆土下層～床直上

2 90 壷 1/3 口縁 ： ハケ→ナデ？ 頚部 ．箆切T字文（直線文2 ) 磨耗詳細不明 覆土

2 91 壷 8. 6 2 /3 頸部：ハケ 、 底部周辺：ヘラケズリ 、 底部．ヘラケズリ ハケ 、 磨耗詳細不明 炉

2 92 壷 完 剥落、 詳細不明 剥落、 詳細不明 炉

2 93 甕 15. 9 3/4 口縁：強横ナデ、 頸部：右回り等間隔止め簾状文→波状文 、 胴部：｝＼ケ→ナデ ・ ヘラミガキ 口縁：強横ナデ、 胴部：磨耗、 詳細不明 覆土下層～床直上

2 94 甕 8. 3 1 /2 口縁 ・ 胴部：磨耗、 詳細不明 、 頸部：右回り等間隔止め簾状文 磨耗、 詳細不明 床直上

2 95 甕 1/6 頸部：右回り等間隔止め簾状文→胴部：波状文 3 胴下部：磨耗、 詳細不明 ハケ、 磨耗詳細不明 阻土

2 96 甕 1 /10 磨耗詳細不明 、 頸部：箆切 T字文 ハケ→ヘラミガキ、 磨耗詳細不明 股土

2 97 高坪 2 4. 8 1 /10 ハケ→ヘラミガキ ・ 赤彩 ヘラミガキ ・ 赤彩 殺土

1 号井戸址
2 98 甕 1 7. 6 1 /10 口縁：波状文 1 頸部：右回り等間隔止め簾状文 横ヘラミガキ 覆土

2 99 甕 9. 9 5. 6 9. 3 完 D籍 ： 強横ナデ、 頸郎：左回り 等間隔止め籠状文、 胴郎 ： ／＼ケ→ナデ・ヘうケズリ 、 底郎：へうケズリ D縁：強横ナデ 胴部：ハケ→ヘラケズリ 殺土

遺 構 外
300 壷 2 0. 6 1/8 口縁：強横ナデ、 ハケ 横ナデ

301 壷 22 . 3 1/8 剥落、 詳細不明 ハケ→横ナデ
302 壷 16. 4 1/6 横ナデ 横ナデ
303 壷 I 2 .  7 1/2 ロ縁：強横ナデ、 ハケ 、 頸部：箆描直線文 ？ 磨耗、 詳細不明
304 壷 1/3 口縁：ナデ→ミガキ、 頸部：櫛直線文2 胴上部：波状文3 (上→下） ハケ
305 壷 7. 4 1/3 頸部：箆描横羽状文→鋸歯文、 胴上部 ： ハケ→ヘラミガキ、 胴部 ： ハケ ハケ

306 壷 9. 3 1/2 ハケ→ヘラミガキ， 底部 ： ヘラケズリ →ナデ ハケ→ナデ
307 甕 12 . 0  l/8 ナデ ナデ
308 甕 2 5. 6 1/1 0 口縁：強横ナデ 磨耗、 詳細不明
309 甕 22 . 3 1/4 口縁：横ナデ、 頸部 ： 右回り等間隔止め簾状文→波状文 3 ( 上→下） ハケ→横ヘラミガキ
310 甕 2 5.0 10. 4 34. 5 l/3 口縁 ： 強横ナデ、 頸部：右回り等間隔止め簾状文→波状文、 胴部：櫛縦羽状文、 ハケ 口縁：強横ナデ、 胴部 ： ハケ→ナデ
31 1 甕 22 . 5 7. 5 2 8. 2 1/3 口縁：強横ナデ、 頸部：右回り等間隔止め簾状文2 ( 上→ 下）、 胴上部：波状文 、 胴下部：I\ケ ロ縁 ： 強横ナデ、 胴部：ヘラケズリ
312 甕 2 3. 3 1 /8 口縁：磨耗、 詳細不明 頸部：右回り等間隔止め簾状文 磨耗、 詳細不明
31 3 甕 2 1 . 8 l/1 0 ハケ→横ナデ 頸部 ： 右回り等間隔止め簾状文 横ナデ
31 4 甕 1 9. 5 1/4 口縁：強横ナデ、 波状文 1 、 頸部：右回り等間隔止め簾状文2 →波状文 1 口縁：ハケ→強横ナデ、 胴部：ナデ（ヘラミガキ な し）
315 甕 2 0. 0 1/6 口縁：強横ナデ、 頸部：右回り等間隔止め簾状文 、 胴部：櫛縦羽状文 口縁：強横ナデ、 胴部 ： ハケ→ナデ（ヘラミガキ な し ）
31 6 甕 22 . 0 1/6 口縁：強横ナデ、 頸部：右回り等間隔止め簾状文2 、 胴部：磨耗、 詳細不明 口縁：強横ナデ、 胴部：ナデ
317 甕 17. I 1/8 ロ縁：ハケ→強横ナデ、 頸部：右回り等間隔止め簾状文 強横ナデ
318 甕 1 6. 0 1/4 口縁：強横ナデ、 頸部：右回り等間隔止め簾状文 強横ナデ
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319 甕 14. 4 1/10 ロ縁：強横ナデ、 頸部：右回り等間隔止め簾状文 強横ナデ

320 甕 14. 4 1/6 口縁：強横ナデ、 頸部：右回り等間隔止め簾状文2 口縁：強横ナデ 、 胴部：ハケ→ナデ

32 1 甕 13. 9 1/4 横ナデ 横ナデ

322 甕 1/6 頸部： 右回り等間隔止め簾状文、 胴部：波状文 磨耗、 詳細不明

323 高坪 16. 6 1/2 ヘラミガキ ・ 赤彩 ヘラミガキ・赤彩

第 1 次調査 4 号住居址

324 壷 23. 0 1/2 ロ縁： 縦ハケ→横ナデ 頸部：右回り等間隔止め簾状文2 ( 上→ 下）、 ハケ 口縁：ヘラミガキ・赤彩 、 頚部：ハケ→ナデ

325 壷 23. 0  1/3 口縁：ハケ→ナデ 、 端部強横ナデ 頸部：櫛直線文or簾状文 （詳細不明） 横ハケ→軽いヘラミガキ

326 壷 1/6 口縁：ハケ→ナデ （磨耗不明） 頸部：箆切りT字文 横ヘラミガキ

327 壷 15. 0 l/3 ロ縁：ハケ→ナデor 磨 き 、 頸部 ： 箆切りT字文→波状文 胴部 ： ハケ→ナデorミガキ 口縁：横ヘラミガキ、 胴部：ハケ→ナデ

328 壷 22. 0  1/10 ロ縁：ハケ→ナデ？ （磨耗不明） 横ヘラミガキ ・ 赤彩

329 壷 22. 0  1/10 ハケ→ナデ？ 磨耗、 詳細不明

330 壷 2 l. 2 l/10 磨耗、 詳細不明 ヘラミガキ・赤彩

33 1 壷 20. 8 1/10 ロ唇： 波状文 1 、 口縁：ハケ→ナデ 磨耗、 詳細不明

332 壷 18. 7 1/10 ハケ→ナデ 横ヘラミガキ・赤彩

333 壷 17. 2 1/8 ハケ→ヘラミガキ？ 横ヘラミガキ ・ 赤彩

334 壷 1/4 頸部：箆切りT字文→波状文 l ハケ→ナデ

335 壷 1/4 頸部： 右回り等間隔止め簾状文→鋸歯文（左回り施文） 磨耗、 詳細不明

336 壷 1/2 櫛直線文→鋸歯文→ 円 形浮文 頚部：ヘラミガキ・赤彩、 胴部： ハケ→ナデ

337 壷 8. 5 完 ハケ、 胴部に 内側 よ り焼成後穿孔 ハケ

338 壷 10. 6 2/3 ハケ→ヘラミガキ、 底部：ナデ ハケ

339 甕 18. 6 1/2 ロ縁： 波状文、 横ナデ、 頸部：右回り等間隔止め簾状文→波状文、 胴部 ： 櫛 単斜条痕 口縁：ハケ→軽いヘラミガキ、 胴部：ハケ→ナデ

340 甕 19. 8 1/2 口縁
’

波状文 l 、 頸部： 右回り等間隔止め簾状文→波状文、 胴部：櫛縦羽状文 口縁：ハケ→横ナデ、 胴部：ハケ→ヘラミガキ？

341 甕 18. 6 1/10 口縁： ハケ→強横ナデ、 頸部 ： 右回り等間開止め簾状文 ハケ→横ヘラミガキ

342 甕 1 9. 2 l/4 口縁：波状文 l ハケ→横ナデ

343 台甕 13. 8 I I .  0 21. I 2/3 ロ縁’強横ナデ 、 頸部： 右回り2連止め簾状文、 胴部 波状文 脚部’ ヘ ラミガキorナデ 口縁：強横ナデ、 胴部：ハケ

344 甕 17. 6 l/10 口縁 ： 強横ナデ、 頸部： 右回り等間隔止め簾状文 口縁：強横ナデ

345 甕 18. 8 1/8 口唇 · LR縄文 口縁 ： 強横ナデ、 頸部：右回 り等間隔止め簾状文 ロ縁：強横ナデ

346 甕 l/2 口縁 波状文 l 、 頸部 ： 右回り等間隔止め簾状文→波状文 胴部：櫛縦羽状文 ナデ （ミガキな し）

347 甕 l/6 胴部 ： ハケ→波状文 ハケ→ヘラミガキ

348 甕 13. 8 1/2 ロ縁：強横ナデ 、 頸部 ： 右回り等間隔止め簾状文、 胴部 ： 波状文 口縁：強横ナデ、 胴部：ハケ（ミガキな し）

349 甕 13. 8 7. I 16. I l/2 口縁 ： 横ナデ 、 胴部 ； 無文 磨耗、 詳細不明 口縁 ： 強横ナデ、 胴部：ハケ→ナデ

350 甕 12. 8 1/3 ロ縁：強横ナデ、 頸部：右回り等間隔止め簾状文 胴部 ： 波状文 口縁：横ヘラミガキ、 胴部
’
ハケ→ヘラミガキ

351 甕 13. 8 l/8 口縁：強横ナデ、 頸頚部：右回り等間熙止め簾状文2 ( 上→ 下） 口縁： 強横ナデ、 胴部：ハケ
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35 2 甕 6.6 1/3 胴部：櫛縦羽状文、 底部：ヘラケズリ 横ヘラミ ガキ

35 3 高坪 17. I 7. I 14 . 8 1/2 ヘラ ミ ガキ・赤彩 ヘラ ミ ガキ ・ 赤彩

354 高坪 20. 2 2/3 ハケ→軽いヘラ ミ ガキ ハケ→ヘラ ミ ガキ・赤彩

第 1 次調査 5 号住居址

355 亜- 21. 3 2/3 口縁 ’ 強横ナデ、 ハケ 頸部 ． 右回り 2 連止め簾状文 2 →鋸歯文 胴部：ハケ→ヘラミガキ 口縁：ヘラ ミガキ · 赤彩、 胴部：ハケ→ナデ

35 6 壷 l/4 頸部：右回り等間隔止め簾状文、 胴部：沈線区画 ハケ→ナデ

35 7 壷 1/4 頸部 箆切りT字文、 胴部：ハケ→ヘラ ミガキ 頚部：ハケ→ナデ、 胴部 · ハケ

35 8 壷 24 . 6 1/8 口縁：強横ナデ ヘラ ミ ガキ ・ 赤彩

35 9 壷 18.0 1/10 磨耗不明 磨耗不明

360 壷 22. 6 3/4 ハケ→ナデ ハケ

361 壷 1/2 右回り等間隔止め簾状文2 (上→下）→波状文 ロ縁 · ヘラ ミ ガキ・赤彩、 頚部：横ナデ

362 壷 1/3 口縁：ハケ→ヘラ ミ ガキ、 頸部：箆切りT字文→鋸歯文 胴部：ヘラ ミ ガキ ・ 赤彩 口縁：ヘラ ミ ガキ・赤彩、 頚部：磨耗不明

363 壷 7. 6 1/5 日縁：ヘラミガキ ・ 赤彩、 頸郎 ’ 右回り2連止め簾状文→波状文、 胴郎．複合 鋸歯文、 ヘラミガキ ・ 赤彩 口縁：ヘラ ミ ガキ ・ 赤彩、 胴部：ハケ

364 壷 1/2 頸部：箆切りT字文→波状文、 胴部：ハケ→ナデ ナデ

365 壷 1/3 口縁：ハケ→ヘラミガキ 、 頸部：右回り等間隔止め簾状文→波状文、 胴部 ’ ハケ→ヘラミガキ 口縁：横ヘラ ミ ガキ、 胴部：ハケ

366 壷 10. I 2/3 ハケ→ヘラ ミ ガキ、 底部：ヘラケズリ→ナデ 胴部 ： ハケ

367 壷 10. 8 1/3 ハケ→ヘラ ミ ガキ、 底部：ヘラケズリ ハケ 、 磨耗、 詳細不明

368 壷 9.8 2/3 縦ハケ→ナデ ハケ

369 甕 16. 6 3/4 ロ縁：強横ナデ 頸部：右回り等間隔止め簾状文、 胴部：波状文 口縁：強横ナデ、 胴部：ハケ→ヘラ ミ ガキ

370 甕 16. 2 1/6 ロ縁：強横ナデ、 頸部：右回り等間隔止め簾状文 強横ナデ

371 甕 1/3 頸部：右回り等間隔止め簾状文、 胴部 ： 波状文 ヘラ ミ ガキ

372 甕 7. 8 2/3 胴部：櫛縦羽状文、 底部：ナデ ヘラ ミ ガキorナデ
373 蓋 1/3 磨耗詳細不明 磨耗詳細不明
374 台甕 9. 0 3/4 磨耗詳細不明 磨耗詳細不明
375 高坪 21. 6 1/8 ヘラ ミ ガキ ・ 赤彩 ヘラ ミ ガキ ・ 赤彩
376 高坪 16.4 1/10 ヘラ ミ ガキ ・ 赤彩 磨耗詳細不明



3 第 1 · 2 次調査の概要

第 1 · 2 次調査は長野都市計画北部下水路埋

設工事 に 伴 う 緊急発掘調査 と し て 、 昭和50年 ・

5 1 年 に 長野市遺跡調査 会 に よ っ て そ れぞれ実施

さ れた も の で あ る が、 諸般の事情よ り 、 発掘調

査報告書は刊 行 さ れて い な い。 一部 の 出土土器

が長野市立博物館 に展示 さ れ て い る のみで、 そ

の 内 容 に つ い て は 長 く 不明 で あ っ た。

今回その 一部 に つ い て再整理 を実施 し た た め

そ の概要につ い て こ こ で報告する が、 調査の諸

記録が一 部散逸 し てお り 、 検出 さ れた遺構の状

況等は き わ め て 断片 的 に し か紹介 し 得ぬてん、

あ ら か じ めお 断 り し てお く 。

第 1 次調査

現在の グ ラ ン ド 部分 に 下 水 路 を 埋設 し た と き

の 調 査 （第 4 図） で、 6 軒の 住居址が検 出 さ れ

て い る （第83図） 。 1 � 4 号住居址 は 下 水路埋

設部分 の 調査、 5 · 6 号住居址はそれ以南 が グ

ラ ン ド 造 成 に 伴 っ てすで に 削 平 さ れてお り 、 削

平面断面の観察か ら 検出 し た住居址 と 思われる。

5 · 6 号住居址以南 に も 遺構の存在は十分に推

定 さ れ る が、 グ ラ ン ド 南端部分では遺物包含層

自 体が漸移的 に 消 失 す る 傾向が確認 さ れて い る

よ う で遺跡範囲か ら はずれ る 可能性が高 い。

第 2 次調査

現在の管理混合教室等南側か ら、 テニス コ ー

ト 東側 に か け て の 下水路埋設部分の調査 で あ る

が、 旧 地形が大 き く 落ち 込む状況が確認 さ れて

お り 、 遺構 ・ 遺物包含 層 の存在は確認 さ れて い

な い。

管理混合教室棟建て替え に 伴 う 試掘調査で も

遺物包含 層 の存在は確認 さ れてお ら ず 、 第 4 次

調査 ・ 調査区南側で 旧 地 形 の 落 ち 込 み に 堆積 し

た と 考え ら れ る 礫層 が確認 さ れて い る こ と よ り

すれば 第 4 次調査 区南端か ら 第 2 次調 査 区 に

□ 
4 号住

11, ー

B
 

枷 ＿一—

lb·-

6 号住

第83図 第 1 次調査検 出遺構分布図 ( 1 : 300) 

かけて、 旧 地形が大 き く 谷状 に 落 ち 込 んで い る

可能性が高 い も の と 判断 さ れ 、 遺跡範 囲 の 南 端 を 示す も の と と ら え ら れ よ う 。
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第 1 次調査で検 出 さ れた遺構 と 遺物

第 1 次調査 で は 6 軒の住居址が検出 さ れて い る が、 そ の概要は以下の と お り で あ る 。

1 号住居址

平 面プ ラ ン は 隅丸 長方 形 を 呈す る が、 短辺はやや胴張 り ぎみ と な る 。 規模は長軸6. 20m、 短軸4. 80m を 測 り 、

住居址主軸は北西方向 に と る 。 柱穴は P l � P 7 が検 出 さ れて い る 。 P l · 2 · 5 · 6 を 主柱穴 と 考え る な ら ば、

短辺2. 1 0 � 2. 40m、 長辺4. 60�4. 90mの 4 本長方形の主柱穴配置 と な る 。 P 3 · 4 は と も に長辺の 主柱主軸よ り

やや外側 に位置 し 、 補助的な支柱 と と ら え ら れ よ う か。 炉 ・ 出 入 口 施設等そ の他の施設は確認 さ れ て い な い。

2 号住居址

平 面プ ラ ン はやや不整な隅丸方 形 を 呈 し 、 住居址主軸は北西方向 に と る も の と 思われ る 。 規模は 一辺3. 60�4. 

20m を 測 る 。 柱穴は P l � P 4 が検 出 さ れて お り 、 仮 に こ れ ら を 主柱穴 と 考え る と 、 短辺 I . 50� l .  90m、 長辺2.

50�2.  70m の 4 本長方形の 主柱穴配置 と な る 。 炉 ・ 出 入 口 施設等そ の他 の施設は確認 さ れ て い な い。

3 号住居址

住居址の 一部 を検出 し た の みで、 規模等詳細 は不明で あ る 。 平 面 プ ラ ン は隅丸長 方 形 を 呈す と 考 え ら れ、 住居

址主軸は北西方向 に と る 。 住居址南東隅は、 中 世以降の溝址 に 切 ら れて い る よ う で あ る 。 南西壁際に ピ ッ ト が集

中 し て検 出 さ れ て い る が性格は不明。 主柱穴 は P 1 · 2 と 考 え ら れ る 。 炉等そ の他の施設は確認 さ れ て い な い。

4 号住居址

平 面プ ラ ン はやや不整な隅丸長方形 を 呈 し 、 規模は長軸3. 30m、 短軸2. 30m を 測 り 、 住居址主軸は北東方向に

と る も の と 思 わ れ る 。 柱穴は P 1 · 2 の 2 本 の み し か検出 さ れてお ら ず特異で あ る 。 p 2 の 内側 に炭化物 の堆積

が確認 さ れて い る が 炉 と は判断 し 得な い。 覆土内か ら 多量の土器群が出 土 し てお り 、 廃絶後の埋没過程に投棄さ

れた も の と 想定 さ れ る 。 本遺構 を 住居址 と す る 積極的な根拠は存在 し な い。

5 号住居址

南 側 l /2程が削平 さ れ て い る が、 平 面 プ ラ ン は 隅丸長方形 を 呈 す る も の と 想定 さ れ る 。 規模は長軸4. 40m、 短

軸 (3. 40m) を 測 り 、 住居址主軸は北西方向 に と る 。 主柱穴は P 1 · 2 と 考 え ら れ 4 本長方形配列 と 想定 さ れる。

炉は奥壁側柱穴 間 中 央や や 内 側 に 位置 し 、 地床炉で あ る 。 壁際に は壁周溝がめ ぐ ら さ れて覆土内か ら 多量の土器

群 が 出 土 し てお り 、 4 号住居址同 様廃絶後の埋没過程 に投棄 さ れた も の と 想定 さ れ る 。

6 号住居址

南側1 /4程が削 平 さ れて い る が、 平 面 プ ラ ン は隅丸長方形 を 呈す る 。 規模は長軸7. 20m、 短軸 (4. 50m) を 測 り

住居址主軸は東西方向 に と る 。 主柱穴は P 1 · 2 · 5 · 6 の 4 本長方形配列で、 長辺3. 90�4. 1 0m、 短辺I . 80� 

2. 1 0m を 測 る 。 P 3 · 4 は と も に主柱主軸よ り も やや外側 に位置 し 、 補助的な支柱 と 想定 さ れ る 。 P 7 は棟持柱

的な支柱で あ ろ う か。 壁際に は壁周溝がめ ぐ る 。 炉 ・ 出 入 口 施設等その他の施設は確認 さ れ て い な い。

こ れ ら の住居址は、 遺跡の性格 · 住居の 構造等か ら いずれ も 弥生時代後期初頭の 吉 田 式期 に 属す る と 想定 さ れ

る が、 4 · 5 号住居址以外は 出土遺物 は き わ め て少な く 、 詳細は不明な部分が多い。 今回 の再整理 に あ た っ て も 、

図 化 し 得た 資料 は 4 · 5 号住居址出土資料 の みで あ る 。

- 80 -



／329
 

／
 

／
 

\334
 ̀

＼
335

 

339 

/ ー
�7 

342 

゜ 10cm 

第85図 第 1 次調査 4 号住居址出土土器実測図① ( 1  : 4 )  

- 8 1 -



［
 

� □
345
 

刀 350 

352 

二::·

349 

゜ 10cm 

`
7495
 

• •••.
 

．．
 

ヽ
’•

B·
 

，．
 

ャ

(•

門
/500

\496
 

代
502

,'
5
 

"，
9̂
'し

゜ 10cm 

第86図 第 1 次調査 4 号住居址出土土器実測図② ( 1  : 4 ) な ら びに 出 土土器拓影 ( 1 : 3 )  

- 82 -



358 

皇苓 ＼
� 

356 

357 

361 

359 

362 

363 

365 

367 

366 ゜ 10cm 

第87図 第 1 次調査 5 号住居址出土土器実測図① ( 1  : 4 )  

- 83 -



｀ 
370 

》
369 371 372 

＼ 

ニ 373 I \ I 375 

゜ 10cm ゞ 374 ヽ

376 

522 

507 

523 

528 

5 1 2  

D 
517  

5 1 9  

5 18  

530 
531 

532 
533 

゜ 10cm 
534 

第88図 第 1 次調査 5 号住居址出 土土器実測図② ( 1  : 4 ) な ら び に 出 土土器拓影 ( 1 : 3 )  

- 84 -



第 4 章 考 察

1 長野吉 田 高校グラ ン ド 遺跡の遺跡範囲の想定

第 1 次調査か ら 今回 の 第 4 次調査な ら びに敷地内 の試掘調査 な ど の結果か ら 、 あ る 程 度の遺跡範 囲 の 想定が可

能 と 思われる の で、 以下若干の考察 を 行 っ て お く 。

第 3 次調査な ら び に第 4 次調査で検 出 さ れた弥生集落部分 の士層 序は、 基本的 に A地点 （第89図） で確認 さ れ

た土層序 と 同 一 と い え る （第90 図） 。 第 1 層 は信大農場時代 の 旧耕作土で あ り 、 以下黄褐色粘土層 、 暗黄褐色砂

質粘土層 へ と 漸移 的 に 移行する。 遺物包含層で あ る 黒灰色砂質粘土層 は、 地表下85 C m 付近か ら 確認でき、 平均

25-30 C m前後 と 比較的厚 い堆積 を 示 し 、 さ ら に 下 層 の 黄褐色砂質粘土層 へ と 漸移的 に移行す る 。 こ の 黄褐色砂

質粘土層 は遺物 の包含が認め ら れず、 自 然層 と 理解 さ れ る も の で 、 遺構の掘 り 込み も 基本的 に は 同 層 上 面 に て 確

認 さ れ る 。

第 4 次調査の調査区北西端 に あ た る B 地点 で は、 基本的な土層 の 堆積状況は A 地点 と 同様 で は あ る が 、 遺物包

含層 の黒灰色砂質粘土層 の 堆積は 5 c m前後 と 浅 い。 ま た 同 層 は北西方向 に 向 か っ て漸移 的 に 消滅 し て行 く 状況

が認め ら れ、 B 地点付近が遺跡の北西端に位置する 可能性が 高 い。 た だ し 第 4 次調査で、 調査区南西部分で北西

か ら 南東方向に 直線的 に の び る 形で検出 さ れた後世 の 自 然流路の覆土 内 か ら 、 流込みの 形 で縄文期 の 土 器や石器

第89図 遺跡範囲想定図 ( 1 : 2, 500) 
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（遺物包含層） -�'?c径索戊

第90図 各地点土層堆積状況模式図

が若干検 出 さ れて い る こ と を 考慮す る と 、 本遺跡の北西 に さ ら に 別 の縄文期 の遺跡が存在す る 可能性は否定でき

な い。

C 地点は第 4 次調査で、 旧 地 形 の 落 ち 込み に 伴 う 礫層 が検 出 さ れた部分で、 第 3 層 ま では A 地点 と 同様の堆積

で あ る が、 遺物包含層 の黒灰色砂質粘土層 は確認で き ず、 地表下 1 1 0 c m 付近で混礫砂層 へ と 移行す る。 遺物包

含 層 の黒灰色砂質粘土層が混礫砂 層 下 に 落 ち 込 ん で行 く 可能性 も 想定 し て、 部分的に ト レ ンチ調査 も 実施 し て い

る がそ う い っ た状況は認め ら れ て い な い。

D 地点 は管理混合教室棟の 建替え に 伴 う 試掘調査で確認 さ れた も の で、 地表下70 c m ま で は 旧 校舎造成 に 伴 う

埋戻 し 土、 さ ら に 暗黄褐色粘 土 層 を経て 90 c m付近か ら 混礫砂層 へ と 移行 し 、 遺物包含層 は確認 さ れ て い な い。

C 地点 ー D 地点 の ラ イ ン は ほぼ地形 の 傾斜に沿 っ てお り 、 さ ら に 南 東 の 第 2 次調査地点で も追構の存在が ま っ

た く 確 認 さ れ て い な い こ と よ り すれば、 C · D 両地点の最下層 で確認 さ れた混礫砂 層 は 同 一 の も の と 判断 さ れ、

C 地点 ー D 地点 の ラ イ ン以南 に は、 大規模な 自 然流路 も し く は谷状の地形の存在 を 想定する こ と ができ、 おそ ら

く 遺跡範囲 の 南 東 端 を 画す る も の と 想定 さ れ る 。

た だ し こ の混礫砂層 下 に 、 遺物包含 層 の 黒灰色砂質粘土層 が落 ち 込んで行 く 状況が認め ら れな か っ た こ と よ り

すれば 本遺跡の 形成時 に は 上述の 大規模な 自 然流路 も し く は谷状の地形は、 す で に埋没 し て い た も の と 判断 さ

れ る 。

遺跡の 東側は第 1 次調査で ほぼ同 一 時期 の 住居址群が検 出 さ れて お り 、 現在の グ ラ ン ド の 北側 1 /3は ほぼ遺跡

範 囲 と 想定す る こ と がで き る が、 それ以 東 に 範囲 が広が る か 否 か は現状では不明で あ る。 1 次調査 5 · 6 号住居

址以南は グ ラ ン ド 造成 に 伴 っ てすで に 削平 を 受 け て い た が、 5 · 6 号住居址以南 に も 遺構の存在は十分想定 し う

る 。 た だ し グ ラ ン ド 南端部分で は遺物包含層 自 体が漸移的 に 消滅する 傾 向 が確認 さ れてお り 、 遺跡範囲か ら は は

ずれ る 可能性が高 い。

遺跡範囲の北側 に つ いて も 、 東側同様不明瞭 と いわ ざる を得ない。 吉 田式土器の 型式設定資料は、 吉 田 高校プ ー

ル建設途上 に 発見 さ れた も の で あ り 、 遺物の 出土状況はプ ー ル建設敷地の ほぼ 中 央部 と そ の 東 方 に集 中 し て発見

さ れ、 こ れ ら の 部 分 に 何 ら か の 遺構が存在 し た 可 能性が指摘 さ れ て い る （笹沢 1 970) 。 少な く と も プ ー ル部分

ま で は遺跡範囲 と 想定 さ れ る も の の 、 それ以北 に つ い ては想定の域 を で な い の が現状で あ る 。

以上、 各地点 に お け る 遺物包含層 の 存在状況等よ り 、 第89 図示 し た の ス ク リ ー ン ト ー ン 部分約32, 800面 に つ い

て 長野吉 田 高校 グ ラ ン ド 遺跡の遺跡範 囲 と 想定 し てお く が、 あ く ま で推測の域を 出 る も の で はな く 、 今後 さ ら な

る 周辺部分の調査を経て、 厳密に遺跡範 囲 を確定 し て 行 く 作業が求め ら れ る 。 （千野）
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2 出土土器の様相 ー 吉 田 式土器の基礎的検討 一

今回 の調査で は 、 第 1 次調査の再整理資料 も 合 わ せ る と 、 計376個 体 の 土 器 を 図 化 し た 。 ま た 、 既報告の 第 3

次調査資料 を 含め る と 、 700個体以上 の 土 器 を 図 化 し た こ と と な る 。

こ れ ら の資料は遺構の 切 り 合 い 関 係 の 存 在か ら も 若 干 の 時 間 幅 の 存 在 は 予想 さ れ 、 ま た 、 土 器 各個 体が有す る

諸要素の内 に も 、 時 間 的 な 新 旧 関 係 を 有す る こ と が理解 さ れ る 。 し か し 、 住居廃絶後の埋没過程 に投棄 さ れ た と

考 え ら れ る 資料が出 土土器の主体であ り 、 個 々 の 遺構出 土の土器 を 総休 と し て み た場合 に は 、 各遺構出土土器の

間 に 時 間 的 な 先後 関 係 を 把握 し う る 明確 な 型式差 を 導 き 出 し 得 な い の が現状で あ り 、 同 一型式内 に お け る 新古 の

様相差 を 推測 す る の が限界 と 考 え ら れ る 。 よ っ て 、 こ こ で は 第 4 次調査 出土 土 器 の 基礎 的 な 検討 を 行 い 、 吉 田 式

土器 を 理解す る た め の 一助 と し た い。

壺形土器

形態 全体的 な 器形 は 、 最大径 を 胴部 中 位や や 下半 に 有 し 、 稜 を 形成せずに 底部へ と 収約 す る 形態 を 呈 し 、 胴 下

半 に て最大径 と な り 稜 を 形成 し な が ら 底部へ収約 す る 箱清水式 と は 明確 な 差異が見 て と れ る 。 口縁部形態 は 、 そ

の類型 を 第91 図 に 示 し た 。 形態 の 上 か ら は 大 き く 受 口 型 と 外反 型 と に 分類 で き 、 そ れぞれの 中 で受 口 状の 立 ち

上が り が大 き く 明 瞭 な も の か ら 、 小 さ く 不明 瞭 な も のへ、 外 反 の 度 合 い が大 き い も の か ら 小 さ い も のへ と い っ た

バ リ エ ー シ ョ ン が存在す る 。 さ ら に 、 詳細 は 文様 の 部分で後述す る が、 頸部文様 の 構成類型 と 、 口縁部の形態類

型 と の 間 に 明 確 な 相 関 関係 は存在せず、 い ず れ の 文様類型 も 口 縁部形態 の 各 類 型 に採用 さ れ て い る 状況が見 て と

文戸
受 口 型 外 反 型

強 弱 強

: \j ( 
---— [ 

: W  >,( 
喜
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「:
第91図 壺形土器口縁部形態 の 類 型 と 構造
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れ る 。 先行す る 栗林式の壺口縁部形態や頸部文様の 多様性、 な ら び に 後続す る 箱清水式壺の 口 縁部形態は 大 き く

外反す る も の に 、 頸部文様は櫛描 T 字文へ と 基本 的 に 統一 さ れ る こ と を 考 え れ ば、 ま さ に 中 期 か ら 、 後期への変

換点 に お け る 諸要素の複合状況 と 理解で き よ う 。

ま た 、 今 回 の 調 査 で は こ れ ら 一般 的 な 長頸壺 の 他 に 、 や や特殊 な も の と し て 以下の も の が出土 し て い る 。 23号

住230は 、 口 縁が内湾 し 内外面 と も に 赤彩 さ れ る 広 口壺 で 、 前後の時期 に 類例 は な い。 1 次調査 5 号住363 も 広 口

壺 と 思 わ れ る が、 胴 中位 に 複合鋸歯文 を 施文す る 。 22号住194 は 受 口状 と い う よ り 袋状 口 縁 を 呈す る 長頸壺であ

る 。 16号住 1 14 は 小 型 の 長頸壺で 、 赤彩 さ れ る の み で施文 さ れ な い。 小 型 の 長頸壺 は 栗林式後半 か ら 箱清水式 ま

で 量 は 多 く な い も の の 普遍 的 に 存 在す る 。 1 1号住 9 は頸部 に 簾状文 、 胴部上半 に 波状文 と い っ た 甕型の施文 を 行

う 壺で 、 壺 に 甕型 の 施文 を 行 う 例 は 群 馬 県の樽式土器 に 多見 さ れ 、 そ の 関 連 が注 目 さ れ る 。

成形 ・ 整形 出 土土器の器面の状況が悪 く 詳細 な 観察が不 能 な 個 体が 多 い が、 整形の 上で特徴的 な も の と し て 、

刷毛整形痕の顕著 な 残存があ げ ら れ る 。 後述す る 赤彩 と も 関連 す る が、 壺 の 口縁部外面 は 基本的 に 赤彩 さ れず、

軽 い 箆 磨 き も し く は ナ デ調整が行 わ れ る の み で 、 縦 ～ 斜 方 向 の 刷 毛 整形痕が顕著 に 残 さ れ る ( 160 · 176 · 1 94 · 220

な ど） 。 ま た 14 · 45 · 1 12 · 305 · 337な どの よ う に 胴 部外面全体 に わ た っ て 刷 毛整形痕 を 顕 著 に と どめ る も の も 存

在す る 。 箱清水式の壺外面が箆磨 き に よ っ て 刷 毛 整形痕 を 丁寧 に 磨 き 消す こ と よ り す れ ば、 栗林式か ら の 中 期 的

伝統の残存 と と ら え ら れ よ う 。 ま た 、 外面胴部上半 に 明 確 に 箆磨 き が認 め ら れ る 個体 も 存在す る が ( 2 · 160 · 19

4 · 220 な ど） 、 箆磨 き の 方向 は縦方 向 で あ り 、 胴 部 上 半 の 箆磨 き が箱清水式 で は 基本的 に 横 ～ 斜 方 向 、 栗林式で

は縦方 向 で あ る こ と よ り す れ ば、 こ れ も ま た 中期 的伝統の残存 と し て と ら え ら れ る 要素 で あ る 。

底部外面 は ほ と ん どが箆削 り に よ っ て 仕上 げ ら れ 、 箆削 り の み の も の と 、 箆削 り 後 に ナ デ整形 さ れ る も の が存

在す る 。 22 号住200 は 底 部 周 辺 か ら 胴部 下 半 に か け て も 箆削 り が認め ら れ る 。 ま た 、 12 号住44 · 16 号住 107· 25号

住 255は 胴 部内 面 に も 箆削 り の痕跡 を 明 瞭 に 残す。 底部外面の 箆 削 り は 別 と し て 、 胴 部 内 面 の 箆削 り は 栗林式で

は確認 さ れ て お ら ず、 新 し い技法の 出 現 と い え る 。

文様 • 装飾

口 唇部 ・ ロ 縁部 壺の 口 唇部 は 基本的 に ナ デ調整 に よ っ て 丸 く 仕上 げ ら れ る の み で無文の も のが多いが、 例外

的 存在 と し て L R の縄文 を 施文す る も の ( 1 6号住106) 、 面取 り を し て 波状文 を 施文す る も の ( l 次調査 4号住331 ) 、

山 形突起 を 有す る も の ( 17号住122) が存在す る 。 壺 口 唇 の 山 形突 起 は 前後 の 時期 に 量的 に は 少 な い も の の 普遍的

に 存 在 す る が、 こ の 時 期 で は例外的 な 存在 で あ る 。 19号住 156は横 ナ デ に よ る 面取 り が な さ れ 、 ま た 小破片 で詳細

は 不 明 だが、 23号住227 は 口 唇 部 に つ ま み 上 げ状の 強 い 横 ナ デが な さ れ 、 北陸地方 と の 関 連が想定 さ れ る 。 口縁部

内 面 の 赤彩 と と も に外面 口 唇部 の み に 赤彩 が認 め ら れ る も の に 15 号 住 95 · 19号住 154 · 23 号 住 220 な どがあ る が、

現状で は 吉 田式期 に の み 認 め ら れ る 口 唇部装飾 で あ る 。

口 縁部への施文 は 受 口 状 口 縁 の も の の み に認め ら れ る 。 甕 同 様受 口 状 口 縁の 外面 に 一帯 の 波状文 を 施文す る も

の ( 13号住72 ·15号住94· 23号住224 ) 、 L R の縄文 を 施文す る も の ( 17号住1 26 ) が認め ら れ る 。22号住 194 の縄文 は原体は

不 明 で あ る が R L 状の 特 殊 な 縄 文で 、 非常 に 細 か く 一 見 布 の圧痕状 に 見 え る 。 20号住 180の 胴 上 半 に 施 文 さ れ て

い る 縄文 も 同 一で 、 3 次調査 2 号住18に も 認め ら れ る 。

頸部文様 壺型土器の文様は 、 上述の 口 唇部 ・ ロ 縁部装飾や胴部文様 を 一 部 に 残す も の の 、 基本的 に は 頸部 な

ら び に そ の 直下 に文様帯が限定 さ れ 、 施文具 ・ 文様 ・ 文様構成 な どか ら 第92 図 に 示 し た 類型 に 大 き く 分類可能で

あ る 。 栗林式 に 比べ て 文様帯幅が大 き く 減少 し 、 地文 と し て の縄 文 は 基本 的 に 消失す る 。 箆描文 と 櫛描文で描か

れ る 基本文様 と 、 さ ら に付加文 と し て の鋸歯文 と 波状文が組み合わ さ る こ と に よ っ て 、 多様な類型が構成 さ れ る 。

基本文様 と し て の 箆描文 に は 直 （横） 線文 (70 · 108 ) 、 簾状文 を 意識 し た と 思 わ れ る 押 し 引 き 直線文 ( 7 · 198) 、
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横羽状文 ( 1 30 · 223) な どがあ る 。 箆 に は 栗 林

式か ら 継続す る 棒状 も し く は 半裁竹管状 の 太 い

も の と 、 吉 田 式で新 た に 出 現す る 刃 先状 の 鋭 い

工具の二者が認め ら れ る が、 横羽状文や鋸歯文

の施文 に は 主 と し て 後者が用 い ら れ 、 栗林式期

の も の と は 明 確 に 区 別 さ れ る 。

基本文様 と し て の櫛描文 に は 、 直 （横） 線 文

( 1 3 · 43 · 160 · 225等） 、 簾状文 ( l · 3 · 44 · 72 · 1 76等） 、

T 字文 ( 12 · 76 · 105 · 220等） が存在 し 、 そ れ ぞ

れ に 付加文 と し て の 鋸歯文や波状文が加 え ら れ

る 。 基本文様 と し て櫛描波状文 を 描 く も の に は 、

波状文 の み の も の ( 1 0 · 153) 、 波状文帯 と そ の

下端に 1 条 の 箆描 沈線 を 加 え る も の ( 75 · 77 · 22

4 ) の 2 種類が認め ら れ 、 付 加 文 は 加 え ら れ な

い。 後者の 箆描沈線 は 付 加文 と 考 え る よ り も 、

栗林式期 の頸部文様が箆描沈線区 画 を 基本 と し 、

区 画 内 に 箆描文や櫛描文 を 充填す る も の が主体

であ る こ と よ り す れ ば、 中 期 的手法 と し て と ら

え る べ き で あ ろ う 。

以上 の よ う に 壺 の頸部文様 は 上 記 の 各 類 型 に

大別 さ れ る が、 次 に 各 類 型 間 ま た 類 型 内 で の 各

文様間での時 間的 な 前 後関係 に つ い て み て お く 。

直
線
文

横
羽
状
文

箆

描
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系

簾
状
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T
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櫛

描
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系
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単 独 型 鋸歯文付加 波状文付加

第92図 壺型土器頸部文様 の 基本的類型 と 構造

中 期 か ら 後期 へ の 文様の流れの 中 で は 、 大枠 と し て 箆描文主体か ら 櫛描文主体へ と い う 図 式 が ま ず想定 さ れ る 。

箆描文系 か ら 櫛描文系へ、 鋸歯文付加型 か ら 波状文付加型への移行が想定 さ れ る 。 箆描文系 の 類 型 に は 基本的 に

櫛描波状文の付 加 は 認め ら れ な い し 、 総体に櫛描文系 の 類 型 は 文様帯幅の拡張傾向が顕著で 、 特 に 波状文が付加

さ れ る 類型 に そ の傾向が強 い 点 も そ の傍証 と な ろ う 。

各文様類型の 中 で は 、 T 字文 を 基本文様 と す る も の で は 、 単線の T 字 文 ( 1 1等） か ら 複線の T 字文 ( 12 · 288 · 3

27) へ、 簾状文 を 基本文様 と す る も の で は 、 等 間 隔 止 め の も の ( 1 等 ） か ら 多 連止 め の簾状文 (355) へ の 変 化

が類型 内 で の 時 間 的 変 化 を 示す指標 と な る が、 い ず れ も 本遺跡出 土資料の 中 で は 少数例 に す ぎ な い 。 19号住 168

は付加文 と し て の鋸歯文が櫛描文で描かれ て お り 、 こ れ も 文様要素 と し て は後 出 性 を 示す も の と と ら え ら れ る 。

こ の他 に 基本文様 と し て の簾状文 の 下 に 、 付加文 と し て の 斜走短線文が施 さ れ る も の (72 · 拓4 14 · 4 15 ) や 、 基

本文様 と し て 櫛描短線 に よ る 横羽状文 を 施文 す る も の (277 · 拓295 · 296) があ る 。 こ れ ら は 松本平 の 後期 前 半 に

多 用 さ れ る 文様で 、 そ の 関 係 も 注意 す る 必要があ る が、 時 間 的 に は や は り 後 出 す る も の で あ ろ う 。 ま た 交互刺突

文 な ど東北の天王 山式系統の文様 を 有す る も の も 存在す る が、 こ れ ら に つ い て は 第 3 節 に て 説明す る 。 さ ら に 、

破片資料で は あ る が、 箱清水式期 に 主体 と な る 文様 で あ る い わ ゆ る T 字文 C (櫛描横線 を 縦方 向 の櫛描直線で切

る 文様 ） も こ の段階で確認 さ れ て い る 点 は 注意 し て お き た い （ 拓71 · 443 · 444 ) 。 た だ し 、 冒 頭 に て 述べ た ご と く

こ の よ う に想定 さ れ る 文様 間 の 時 間差 も 、 個 々 の遺 構 に 立 ち 戻 る な ら 、 各遺構出 土土器群 の 間 に は 時 間 的 な 先後

関 係 を 把握 し う る 明確 な 型式差 を 導 き 出 し 得 な い の が現状であ る 。
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最 後 に 吉 田 式土器 を 特徴づけ る 付加文

と し て の 鋸歯文 の 系 譜 に つ い て 述べ て お

く 。 型式設定者 の笹沢 は 、 当 時 の 限 ら れ

た 資 料の 中 か ら 鋸歯 文 の 系譜 に つ い て は

北原式 • 恒 川 式 な ど天 竜 川 水 系 の土器群

の 影響 を 重視 し た （ 笹 沢 浩 1970 ) 。

し か し 、 近年先行す る 栗林式の 資科的

充実 に よ り 、 • 栗 林式 の 中 に そ の 系 譜 を 求
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第93図 鋸歯文の成立過程模式回

め る べ き 蓋然性が高 ま っ て お り 、 ま た そ の姿勢 も 公表 さ れ つ つ あ る （ 長野 県埋蔵文化財 セ ン タ ー 1 998) 。

第93図 に そ の 成立過程 を 模式的 に 示 し た が、 整理す る と 以 下 の よ う に と ら え ら れ よ う 。 第 1 段階 は 、 縄文地文

上 に 沈線区画 さ れ た 複数 の 文様帯の 最 下段 に 、 箆描 山 形文 （ 波状文） を 施文す る 文様帯 の 出 現で あ る 。 こ の文様

構成 は 栗林式壺 の 中 で も 、 当 初 か ら 頸部 に の み 文様が施文 さ れ る タ イ プの 壺 の 主 文様 と は な ら ず、 頸部か ら 胴 中

位 ま で 多段帯状の文様 を 施文す る 類型 の 中 に 、 反復 し て 用 い ら れ る 文様パ タ ー ン で あ り 、 文様の頸部への収約 化

と と も に 出現す る 文様 と と ら え ら れ よ う 。 第 2 段階 は 、 最下段 の 沈線区 画が消失 し 、 箆描 山形文 （波状文） が付

加状 に独立す る 段階 で あ り 、 地文 と し て の縄文 は 依然残存す る が、 文様類 型 に よ っ て は 文様帯全体 に わ た っ て 地

文 の縄文が消失 す る な ど、 あ る 程度 の 多様性の 存 在 は 当 然予想 さ れ る 。 第 3 段階 は 、 文様帯か ら 地文の縄文が基

本 的 に 消 失 し 、 頸部の 基本文様が箆描文 化 し 、 鋸歯文の 中 に も 太 い 箆描斜線が充填 さ れ る 。 第 4 段 階 は 吉 田 式 の

段階で、 各 類 型 の 甚本文様に鋸歯文が付加 さ れ る 。 第 3 段階 と の差異 と し て 基本文様 に お け る 櫛描文系 の 出現、

鋸歯文の施文が刃先状のエ具 に よ っ て描かれ る 細 沈線が主体 と な る こ と 、 ま た 箆描文系の 基本文様で沈線 間 に 充

填 さ れ る 文様がほ ぼ横羽状文 に 統一 さ れ る な どの要素があ る 。

鋸歯文の 出 現過程 に つ い て こ の よ う に 考 え て き た が、 あ く ま で こ れ は き わ め て 図式 的 な 理解で あ っ て 、 各段階

に さ ま ざ ま な 類 型 が存 在 し 、 よ り 複雑 な 変遷過程が存在す る こ と は 当 然予 想 さ れ る 。 し か し 。 い ずれ に せ よ 吉 田

式 に お け る 鋸歯文の 出 現 ば決 し て 唐突 な も の で は な く 、 先行す る 栗林式 の 中 か ら 無理 な く そ の 系譜が追 え る こ と

は 明 ら か で あ り 、 む し ろ 問 題 と す べ き は 1 次調 査 5 号住363 に み ら れ る 複 合鋸歯文の方 で あ ろ う 。 た だ し 、 複合

鋸歯文 自 体 も 量的 に は 多 く な い も の の 栗林式の文様 の 中 に か な り の 類例 が認め ら れ る こ と よ り す れ ば、 栗林式段

階の 複合鋸歯文 の 系 譜 こ そ北原式 • 恒 川 式等天竜） I I 水系 の土器群の影響 に 求め る べ き も の で あ っ て 、 吉 田 式の複

合鋸歯文 は 他 の 要 素 に も 多 々 認め ら れ る ご と く 、 栗林式的伝統の残存 と 理解 すべ き で あ ろ う 。 こ の よ う に 考 え る

な ら ば、 吉 田 式 の 成立 に あ た っ て は 、 少 な く と も 壺の 文様要素 の 中 で は 天 竜 川 水 系 の 影響 を 重視すべ き 必要性は

少 な い の で あ っ て 、 基本 的 に は 在 地 の 栗林式土 器か ら の 変 化 と し て 十分説明が可能 で あ ろ う 。

赤彩 吉 田 式の赤彩 の 手法 は 箆磨 き と 並行 し て 行 わ れ る も の で 、 基 本 的 に 箱清水式期 の技法 と 同 ー で あ る 。

ま た 赤彩の顔料はベ ン ガ ラ で あ る 。 壺 の 赤彩 は小型壺 ( 1 1 4 ) や 広 口 壺 (230 · 363) な どの特殊 な も の を 除 く と 、

基 本 的 に 口縁部内面 に 限定 さ れ 、 ご く 一部 に外面 口 唇部 に ま で赤彩が及ぶ も の が存在す る 。 頸部文様帯下 に ま で

赤彩が認め ら れ る も の も 存在 す る が ( 178 · 362) 、 少数例 で あ る 。 赤彩が施 さ れ る 割合 も 箱清水式期 に比較す る と

非常 に 少 な く 、 実測個体数か ら の 算 出 で は あ る が、 赤彩個体は35%前後 を 占 め る に す ぎ な い。

甕形土器

形態 口縁部は頸部 よ り 短 く 緩や か に 外反 し つ つ 立 ち 上が り 、 胴部形態 は胴上半 （肩部） に 最 大径 を 有 し 1到 卵

形 を 呈す る も の を 基本 と す る が、 中 ・ 小 型 品 の 中 に は 口縁部 に 最 大径 を 有 し 、 体部 は頸部か ら 直線的 に 底部へ収
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約 す る 深鉢形の も の も

若干存在す る 。

第94 図 に 甕形土器の

口縁部形態の類型 を 示

し た 。 口縁部が比較的

短い 短口縁型 と 長 い 長

口縁型 と に分類可能で、

そ れ ぞれ の 類型 の 中 で

受口状の 立 ち 上が り が

大 き く 明確 な も の か ら

小 さ く 不明瞭な も のへ、

外反の度合いが大 き い

も の か ら 小 さ い も の ヘ

と い っ た 多 様性が存在

す る 点 は 壺 の 口縁部形

態の類型 と 同様であ る 。

さ ら に 、 こ れ ら の 多様

性は容量の大小 に 関係

な く 存在 し て い る 状況

が う かがわ れ る 点 は 、

甕の特殊な 一 面 を 示す

も の か も 知 れ な い 。

先行す る 栗林式の ロ

縁部形態が、 受 口 型 か

受 口 型 外反型
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第94圏 甕形士 器口縁部形態 の 類 型 と 構造

ら 外反型 ま で さ ま ざ ま な 多様性 を 有 し 、 基本的 に は頸部か ら 短 く 外反 し て 終 わ る 形態が中 心 と な り 、 後続す る 箱

清水式の 口縁部形態 は 、 少 な く と も 善 光寺平南部で は基本的 に外反型 に 統一 さ れ 、 頸部か ら 大 き く 長 く 外 反す る

形態が中 心 と な る 状況 を 考慮す る な ら ば、 壺 同 様中 期 か ら 後期への変換点 に お け る 諸要素の 複合状況 を こ こ に も

見 て と る こ と がで き よ う 。 ま た 前 後 の 時期 の 口 縁部形態の特徴か ら 、 吉 田 式の 甕 に あ っ て は短口縁型 か ら 長 口 縁

型へ、 受 口 型 か ら 外反型への推移が当 然予想 さ れ る が、 時期 的 に 明確 に 分離す る こ と は 現状で は 困 難 で あ る 。

成形 ・ 整形 甕 の 整形上の特徴 と し て ま ず 口 縁部 の 強 い 横 ナ デがあ る 。 口縁部外 面 は受 口 の も の を 除 い て 、 基

本的 に は横ナ デの ま ま 無文で残 さ れ る も の が圧倒 的 に 多 い 。 栗 林式 の 甕 は 、 短 く 外反 し て 終わ る 口 縁部外面 に は

受 口 型 の類型 を 除い て 基本的 に 文様が施 文 さ れず 、 箱清水式 は 口 縁 部 の 伸 長 化 と と も に 、 同 部分 に も 波状文が充

填 さ れ る こ と よ り す れ ば、 ま さ に そ の 過渡的様相 と 理解 で き る 。

今回 の調査で確認 さ れ た 整形技法で注 目 さ れ る の は 、 箆削 り 技法 の 存 在 で あ る 。 内 面調 整 に 箆削 り が認め ら れ

る も の ( 16 · 23 · 50 · 92 · 1 50 · 259 ・ 299 · 3 1 1 ) や 、 外面調 整 に 箆削 り が認 め ら れ る も の ( 1 6 · 299) で あ る 。 底 部調整

は 別 と し て 、 内外面調 整 に 箆削 り を 使用 す る こ と は 栗 林式 に は認め ら れず、 新 し い技法の 出 現 と い え る 。 天龍川

水系の 中 期 ～ 後期前半の土器群の 中 に は 箆削 り 技法 の 存在 は 確認 さ れ て お ら ず、 そ の 系 譜 は 北陸地方 と の 関 連 を

想定す る 以外 に は な い も の と 現状 で は 判 断 さ れ る 。 箆削 り 技法 は 底部調整以外で は 、 後続の箱清水式 に 継続 さ れ
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る こ と な く 、 再 び確認 さ れ る の は箱清水式の終末期 に外来系土器群 の 影響 を 受 け た段階でで あ る 。

全体に器面 の 荒 れ が著 し く 詳細が不 明 な 個 体が多 いが、 内 面 箆磨 き が明 確 な 個 体 も 少 な い 。 口縁部に波状文が

施文 さ れ る 個 体 は 時 間 的 後 出 性 も あ っ て か内 面 の箆磨 き が比較的 明 瞭 に 行 わ れ る が、 口縁部が無文の個 体で明確

に 箆磨 き が認め ら れ る も の に は 22 · 24 · 183 · 233 · 369等 があ る に す ぎ な い。 こ れ に 対 し て 内 面が刷 毛整形 さ れ る の

み の も の に は 1 7 · 20 · 49 · 6 1 ・ 1 00 · 258 · 310 · 343等があ り 、 ナ デ整 形 さ れ る の み の も の に は 19 · 316があ る 。 従来 中 期

～ 後期 に わ た っ て 継続 し 、 中 部高 地型櫛描文 を 有す る 土器 に 通有 の 整形技法 と し て 箆磨 き 技法が注 目 さ れ て き た

が、 箆削 り 技法 と と も に 、 各技法の 消 長 を 視野 に 入 れ た 細 か な 検討が必要 と さ れ よ う 。

文様 • 装飾

口 唇部 ・ ロ 縁部 甕 の 口 唇 部 は 基本 的 に ナ デ調整 に よ っ て 丸 く 仕上げ ら れ る の み で無文の も のが多いが、 箆刻

み を 行 う も の ( 17 · 26 · 拓22 · 4 1 · 73 · 74 · 95) 、 波状文 を 施文す る も の ( 145) 、 縄文 を 施文す る も の (244 · 279 · 345)

な どが例外的 に存在す る 。 24 · 259 は 頂部 に 刻 み を 入 れ た 山 形突 起 を 有す る が、 甕 口 縁部 に 山 形突 起 を 付す類例 は

在地 に は な く 天王山式土器の影響 も 考 え ら れ る 。

口縁部は前述の ご と く 、 受 口 型 の も の を 除い て横 ナ デ さ れ た ま ま 無文 で残 さ れ る の を 基本的特徴 と す る 。 受口

型 の も の は 外 面 に 一帯 の 櫛描波状文 を 施文す る も の が存在す る が、 外 反 型 同様無文の ま ま 残 さ れ る も の も 多 い

( 1 6 · 145等 ） 。

頸部 ・ 胴部文様 第95図 に 甕形土器の頸 ・ 胴部文様の類型 を 示 し た 。 頸部 に基本文様 と し て の簾状文 を 施文 し

た 後 に 、 胴部上半 ～ 中 位 に櫛描文 を 充填す る 充填文系 と 、 頸部の み に 文様 が施文 さ れ る 、 も し く は ま っ た ＜ 文様

が施文 さ れ な い省文系 に 大 別 さ れ 、 充填文系 は さ ら に 胴 部 に 櫛描波状文の み が施文 さ れ る 波状文型 と 、 波状文 に

櫛描縦羽状文が組み 合 わ さ れ る 羽状文型 に 分類 さ れ る 。

基本文様 と し て の頸 部 の 簾状文 は 右 回 り の 等 間 隔止 め 簾状文が主体で 、 複帯構 成 を と る も の ( 145 · 148等） が

多 い の も 特徴 と い え る 。 羽状文型 で は 、 縦方向 の櫛描羽状文 を 描 く のが主体だが、 単 斜条痕 も 第 3 次資料中 に は

か な り 存在 し 、 時 間 幅の存在が見 て と れ る 。 ま た 羽状文 自 体が栗林式の伝統の 残存 と と ら え ら れ 、 基本的な推移

は 羽状文型 か ら 波状文型へ と 想定 さ れ る 。

波状文の 類型 に は 口縁部に ま で波状文が施文 さ れ る 26 · 44 · 55 · 208 � 2 1 1等 も 存在 し 、 後続す る 箱清水式へ連 な っ

て行 く 要素 と し て 注 目 さ れ る が、 量 的 に は 僅 か に 確認 さ れ て い る に す ぎ な い 。 波状文 の施文 に 関 し て 、 中部高地

那櫛描文の特徴的 な 施文方法 と し て 、 器面 を 縦 に 分割 し 分割 し た 空間 ご と に 波状文 を 充填 し て い く 手法があ り 、

栗林式か ら 箱清水式 ま で継続す る こ の手法 を 、 条痕文施文以来の地域的伝統の継続 と す る 評価 も あ る （安藤広道

1999) 。 む ろ ん こ の 手 法 は 吉 田 式の な か に あ っ て も 中 心 的 な 手法 と い え る 。 た だ し 、 器面 の 荒 れや破片資料が

多 く 断定 し か ね る も の の 、 吉 田 式の 中 に は 施 文 の 断絶が き わ め て 少 な く 振幅の 整 っ た畿内 型類似の櫛描波状文が

充 填 文 系
波状文型 I 羽状文型

省
頸 部 型

文

第95図 甕形土器頸 ・ 胴部文様の類型 と 構造
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無 文 型

存在す る の も 事実であ る

(56 · 145 · 212 · 3 次調査283) 。

前述の整形技法 に お け る 箆削

り 技法 の 出 現 も 併せ考え る な ら

ば、 畿内型類似の櫛描波状文の

出 現 は そ れ と 連動 す る 現象 と 理

解す る こ と も 可能であ る 。 吉 田

式土器成立 の 評価 に 大 き な 影響

を 与 え る 問題であ り 、 今後の検



討課題 と し て 提示 し て お く 。

高坪型土器

器形は基本 的 に 、 椀形の杯部 を 有 す る も の (66 · 260) と 、 口縁端部が鍔状 に 水平 に 曲折す る も の (87 · 354) と

に分類で き る 。 と も に栗林式か ら の 系譜 を 引 く も の で 、 後続す る 箱清 水式 に継続 し て 行 く 。 箱清水式期 に通有の

杯部 中 位 に 稜 を な し て 口縁部が外反 す る タ イ プの高杯 は い ま だ 出 現 し て い な い 。 内 外面 と も に 箆 磨 き 赤彩 す る の

が基本で あ る が、 鍔状 口縁の も の は 赤彩範囲が内面の み に 限定 さ れ る 傾向 が強 い 。 脚 部 は 中 期 的 な 短脚 の も の が

主体だが、 2 1 9 · 246 な ど長脚 化 の 兆 し が認め ら れ る も の も 存在す る 。

鉢形土器

器形は 高杯杯部 と 同 様 に 、 椀形の杯部 を 有 す る も の (65 · 274 ) と 、 口 縁部が鍔状 に 水平 に 曲折す る も の (38 · 2

35) に 分類 さ れ る 。 椀形の杯部の も の は 箱清水式へ継続 し て ゆ く が、 栗林式か ら の 系 譜 を 引 く 鍔状口縁の 類型 は 、

基本 的 に 吉 田式 の段階で消滅す る も の と 考 え ら れ る 。 内 外面 と も に 箆磨 き 赤彩 す る の が基 本 で あ る が、 鍔状口縁

の も の は 高杯同様赤彩 範 囲 が内 面 の み に 限定 さ れ る 傾向 が強 い 。

蓋形土器

今回 の調査で は 2 点 を 確認 し た に す ぎ な い (64 · 373) 。 い ず れ も 笠 形 の 扁 平 な 体部 に や や 長 め の つ ま み がつ く

も の で 、 つ ま み 部の頂部は く ぼむ 。 体部は箆磨 き で仕上 げ ら れ る が、 詳細 は 不 明 で あ る 。

以上本遺跡出 土 の 吉 田 式 を 構成す る 主 要 器種 を 中 心 に 基礎的 な 検討 を 行 っ て き た 。 冒 頭 に 述べ た ご と く 、 土器

の 出 土状況か ら 明確 な 一括性 を 把握 し う る 資 料が少 な い こ と よ り 、 出 土資 料 の 有す る 時 間幅 に つ い て は 言 及 を 避

け 、 各器種に お け る 時 間 的 な 推 移 の 方 向性の み を 指摘す る に と どめ た 。

笹 沢 浩 に よ っ て 、 善光寺平 に お け る 後期初頭 の 土 器型 式 と し て 、 吉 田 式土器が型式設定 さ れ て 以 来30年の 歳

月 が流 れ た 。 吉 田 式 を 含め そ の 前 後 の 時期 の 資料的蓄積 に は 近年め ざ ま し い も の があ り 、 型式設定 当 時 は そ の 出

現の仕 方 に あ る 意味唐突 な 感 さ え あ っ た 吉 田 式 も 、 現在で は 吉 田 式 を 介す る こ と に よ っ て 、 当 地域 に お け る 中期

か ら 後期への土器様相 の推移 を 間 断 な く 理解 し う る 状況 と な っ て き た 。 そ う し た 中 で 、 近 年 、 吉 田 式 と い う 型式

名 の 使用 を 避 け 、 当 地域 に お け る 弥生時代後期 の 土器様相 を 箱清水様式 と し て 統一 し て 理解 し よ う と す る 研究姿

勢 も 散見 す る 。 し か し 、 吉 田 式 の 名 称 に よ り 包括 さ れ る べ き 土器様相 は 何 な の か、 箱清水式 と さ れ る 土 器様相 と

何が同 じ で何 が異 な る の か と い っ た 議論 も 経ぬ ま ま に 、 型 式 名 の 統合 に よ る 形 だ け の 安易 な様式の設定は 、 研究

に 混乱 を も た ら す以外の な に も の で も な い。 資料的蓄積が十 分 な さ れ つ つ あ る 現在 、 型式設定時 に 立 ち 戻 り 、 あ

ら た め て そ の 意義 に つ い て 着 実 な 議論 を 積 み 重 ね る 必要性が痛感 さ れ る 。 本稿がそ う 言 っ た 議論の 叩 き 台 の 一 つ

と な れ ば幸 い で あ る 。

本稿で使用 し た壺や甕の形態 や 文様 の 類 型 の 設定 に あ た っ て は 、 青木和明 に 受 け た 教示 に よ る 部分が多 い 。 記

し て 感 謝 申 し あ げる 。 （千野）
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3 天王山 式土器 と 天王 山 式の文様要素 を 取 り 入れた 吉 田 式土器 に つ い て

今 回 の 調 査 で は 、 東北地 方 に 分布す る 天王 山 式土器 そ の も の と 、 天王山式士器の文様要素 を 取 り 入 れ た 吉 田 式

土器がい く つ か 出 土 し て い る 。 以下 こ れ ら に つ い て 若干 の 説明 を 行 っ て お き た い。

1 - 5 ( 第96 図 ） 2 7 号住居址覆土上層 よ り 出 土 し た 天王 山 式土器で、 接 合 は し な い も の の い ずれ も 同 一個体

と 考 え ら れ る 。 甕型土器の 破 片 で 、 口 縁 か ら 頸部 に か け て は 、 箆描 の 密 な 重菱形文 を 施文 し 、 胴部に は連繋渦文

を 施文 し て い る 。 各 文様帯 間 の 区 画 は 沈 直線文に よ っ て な さ れ て お り 、 交互刺 突 文 は 認め ら れ な い。 地文 と し て

の縄文は認め ら れず、 外 面 は 縦方 向 の ハ ケ 整形後施文 さ れ て い る 。 内面胴下半 は 、 縦方向の 一 見ヘ ラ ケ ズ リ か と

思 わ れ る 強 い ナ デ整形がな さ れ 、 胴 中 位以 上 は 全体 に ナ デ整形で仕上 げ ら れ て い る よ う で あ る 。 胎土 も 異質で明

ら か に 搬 入 品 と 考 え ら れ る 個体であ る 。

6 16号住居址 よ り 出土 し た 甕 の胴部下半 の破片 で 、 今 回 の 調 査で 出 土 し た 資料の 中 で 、 唯 一 附加条縄文が

施文 さ れ る 個 体であ り 、 条 は横走す る 。 内 面 の 調 整 は 目 の粗い ハ ケ 整形 が な さ れ 、 胎士か ら も 明 ら か に搬入品 と

考 え ら れ る 個体で あ る 。

7 · 8  検 出 面 か ら 出 土 し た も の で 、 接 合 は し な い が同 一個 体 と 考 え ら れ る 。 甕 の 頸部下端か ら 胴部上半に

か け て の 破 片 で 、 上 端 に 交 互 刺 突文が施文 さ れ 、 そ の 下 に 右 回 り の お そ ら く 等 間 隔止め簾状文が一帯 、 さ ら に そ

の 下 に 櫛描波状文が施文 さ れ て い る 。 摩 耗 の た め 調 整等 の 詳細 は不 明 で あ る が、 在 地 の 吉 田 式甕形土器の 頸部文

様 に 、 交互刺突文が取 り 入 れ ら れ た も の で あ る 。 交互刺 突 の 原 体 は 、 箆状工具先端 の 可 能性が高 い 。

9 · 1 82 20号住居址 よ り 出 土 し た小 型 の 甕 も し く は 台付甕の頸部～ 胴部上半の破片 で 、 9 は 182の拓影であ

る 。 頸部 に は 3 本 の櫛状工具 に よ る 左 回 り の等間 隔止 め 簾状文 を 2 帯施 文 し 、 そ の 下 に 沈線の施文は な い も の の 、

円 形竹管状工具 に よ っ て 上 方 と 下方 か ら 交互 に刺 突 を 行 っ た 交互刺 突文が施文 さ れ て い る 。 交互刺突文以 下胴部

に か け て は 、 二本一組の 箆状工具 に よ る 沈線が 3 組描 か れ る 。 こ の 沈線が コ の字重ね文 に な る か不 明 で は あ る が、

そ う で あ れ ば第 3 次調 査 4 号住居址 出 土 の 1 74 ( 同 報告書図34) と 同 一個 体で あ る 可能性が き わ め て 高 い 。

内 面 は 粘土帯接合痕 を 顕 著 に 残 し ナ デ整形 さ れ る の み で 、 吉 田 式 と し て は 特 異 な 調 整 で あ る 。

1 0 · 1 1 · 356 1 次調査 5 号住居址 よ り 出 土 し た壺 の 頸部 か ら 胴上部 に か け て の破片 で 、 10 · 1 1 は356の拓影

で あ る 。 頸部 に は 右 回 り の 等 間 隔 止 め 簾状文が一帯施文 さ れ る 。 頸部下 に は 、 二本 一組の 箆状工具 に よ る 沈直線

文が少 な く と も 3 組認め ら れ 、 二 本一組の う ち 下 の 沈線の 数か所 を 短い弧状の沈線で切 る こ と に よ っ て エ字文風

に 仕 上 げ ら れ て い る 。 外面無文部は ハ ケ 後丁寧 に ナ デ整形 さ れ 、 内 面 胴 部 は ハ ケ 整形 さ れ る 。 在地の吉田式壺の

頸部下文様 に 、 天王山式的 な 工字文風施文が取 り 入 れ ら れ た も の と い え 、 胎土 ・ 調 整 手法 と も に 吉 田 式の 中 で理

解で き る 個 体であ る 。

1 23 17号住居址か ら 出 土 し た壺形士器 口 縁部破片で、 口 径 は 1 9.0 C ill を 測 る 。 頸部 に は 二 本の沈線を 施文 し

た の ち に 、 円形の 竹管状工具先端 に よ る 交互刺突文が施文 さ れ 、 そ の 下 に は 櫛描波状文が二帯認め ら れ る 。 口 縁

部外面 は 斜 ～ 縦方 向 の ハ ケ 整形後強い横 ナ デ に よ っ て 仕上 げ ら れ、 口 縁 部 内 面 は 横 ハ ケ 後軽 い ヘ ラ ミ ガ キ ・ 赤彩

がな さ れ る 。 頸部径が太 い 点 や や 異質 と も い え る が、 調整 ・ 胎土 と も に 吉 田 式の 範疇で と ら え ら れ る も の であ り 、

吉 田 式壺 の 頸部文様 に天王山式の交互刺突文が取 り 入 れ ら れ た も の と い え る 。

ま た 、 天王 山 式土器 と の 明 確 な 関係 は 不 明 で あ る も の の 、 関 連 が想 定 で き る 資料 と し て 以下 の も の があ る 。

1 1 号住居址23 ( 第 10図） の甕形土 器 は 、 胴 部 中 位 に 最大径 を 有 し 、 頸 部 は 内傾 し て 立 ち 上が っ た 後 に 、 受 け 口

ぎ み に 内 湾 し て 立 ち 上がる 口 縁部へ移行す る 形態 を 呈 し 、 形態 の 上 で は 、 天 王 山 式 の 影響 を 受 け て い る 可能性 も

考 え ら れ る 。 文様 は頸部 に 二帯の櫛描直線文 を 施文 し 、 そ の 間 に櫛描波状文 を 一帯施文 し て お り 、 吉 田 式

の 甕 の 文様構成 と し て は や や 異質 と も い え る 。
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第96図 天王山式土器 と 天 王 山 式 の 文様要素 を 取 り 入 れ た 吉 田 式土 器

1 1 号住居址24 ( 第10 図 ） 、 25号住居址259 ( 第64 図 ） の 甕形土器 は 口 縁部 に 、 頂 部 に 箆刻 み を 加 え た 山 形突起 を

有す る 。 山 形突起 自 体は 在地 の 先行型式で あ る 栗林式 や 、 後 出 の 箱清水式の壺 ・ 鉢 • 高 杯 な どの 口 縁部装飾 に 多

用 さ れ る が、 甕の 口 縁 部 に 付 さ れ る 例 は 在 地 で は 類例 が な く 、 こ れ も 天王 山 式 の 影響 と し う る 可能性があ る 。

27号住居址276 は （ 第73図 ） 、 壺形土器 の 頸部破片 で あ る が、 半裁竹管状工具 に よ っ て 右 回 り の 連続剌突 （押引

き ） を 2 段施文 し た 後 に 、 櫛描波状文 を 2 帯施文 し 、 さ ら に そ の 下 に 右 回 り の 等 間 隔 止 め 簾状文 を 2 帯施 し て い

る 。 半裁竹管 に よ る 連続刺突 自 体は 中 期栗林式期 に も 盛行す る 文様 で あ る が、 在地の後期土器の文様の 中 に は 認

め ら れず、 ま た 文様構成 も 特異 で あ り 天王 山 式 と の 関 連 を 想定 し て お き た い 。

搬 入 品 と 考 え ら れ る 27号住居址の甕型土器 ( 1 - 5 ) や 16号住居址の 甕形土器破片 ( 6 ) の編年的位置 ま た そ

の 型式的特徴 に つ い て 、 詳述す る 力 量 は 持 ち 合わせぬが、 本遺跡 は 基本 的 に 弥生 時代後期前半の吉 田 式期の単 一

期 の 集 落遺跡であ り 、 前後す る 時期 の遺構 ・ 遺物が存在せぬ こ と よ り す れ ば、 こ れ ら 東北系の土器群 は 吉 田式期

に併行す る も の と 想定で き る 。 さ ら に 、 天 王 山 式 と い う 異系統の土器型式の 文様が吉 田式の 中 に取 り 入 れ ら れ た

と 判 断 し う る 7 · 8 · 123 · 182 · 356 な どの土器群 は 、 あ る 程度 の 時 間 幅が考慮 さ れ る 天王山式系土器群 の 中 で
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も 、 少 な く と も 交互刺突文が盛行す る 段階 と 吉 田 式 と が時 間 的 に 併 行す る こ と を 物語 る 有 力 な 資料 と い え よ う 。

ま た 、 こ れ ら 吉 田式土器の 中 に 取 り 入 れ ら れ た 天 王 山 式土 器 の 文 様 要 素 は 、 い ずれ も 頸部文様 と し て の み 取 り

入 れ ら れ た も の で 、 あ く ま で も そ の 主 体は 吉 田 式であ る 。 第 5 節 で述べ ら れ る と お り 、 ア メ リ カ 式石 鏃 に 代 表 さ

れれる 東北的 な 石器群の製作 も 、 本遺跡内 で行 わ れ た 可能性が き わ め て 高 い 点 も 考慮 に 入 れ る な ら ば、 こ れ ら は 、

在地の吉田式土器 を 使 用 す る 集 団 の 集落 内 に 天王 山 式土 器 を 使用 す る 人 々 が入 り 込み 、 あ る 意味で共存 し た結果

と し て理解す る こ と が可能で あ ろ う 。

周 辺 に 目 を 転 じ る と 、 弥生時代 中 期終末 に 位置づけ ら れ る 長野市松原遺跡 S A l l8号住居址か ら は 、 東北南部

の 川 原 町口式の搬入品 と 考 え ら れ る 2 条 同 時施文 に よ る 渦文 を 持つ壺形土器破片 （ 第97図 1 · 2 ) が出土 し て い

る （ 長野市教委1993 · 石 川 日 出 志2000) 。 松本市竹渕遺跡 で は 、 小 破 片 で あ る も の の 天 王 山 式土器が、 ほ ぼ吉 田

式期 に 限定 さ れ る 集 落 か ら 出 土 し て お り ( 3  . 松本市教委1996) 、 ま た 中 野 市 間 山 遺跡 で は 、 時 間 的 に や や 後 出

す る も の の 、 箱清水式古段階 に 相 当 す る 住居址 よ り 完形 の ア メ リ カ 式石鏃 2 点 が 出 土 し て い る ( 4 , 5 ·  中 野 市

教委1992) 。 さ ら に 、 更埴市屋代遺跡群 か ら も 、 ア メ リ カ 式石鏃類似 の 石鏃 l 点 の 出 土 が報 じ ら れ て い る （長野

県埋蔵文化財 セ ン タ ー 2000) 。 と も す れ ば西方 に ばか り 目 を 向 け が ち な 弥生 時代 中 期 終末 ～ 後期 前 半の研究動向

の 中 で 、 東北系文化の南下現象が長野県域 に も 無 関 係 で は あ り 得 な か っ た 明 確 な 証拠であ り 、 今後注意が必要で

あ ろ う 。

本稿 を 草す る に あ た っ て 石 川 日 出 志 ・ 中 村五郎両氏 に 種 々 ご教示賜 っ た 。 記 し て 感 謝 申 し あ げる 。 （千野）
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1998 「下老子笹 川 遺跡 の 天 王 山 式土器」 「富 山 県福 岡 町下老子 笹 川 遺 跡発掘調査報告書」
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4 出土石器の様相

遺跡 よ り 出 土 し た 石製 の 遺 物 は 総数 1,500点であ る 。 こ の う ち 、 石 器 の 製作過程で弾 き 出 さ れ た 剥 片 や砕片 な

ど の 石 屑 、 さ ら に は 放棄 さ れ た 原 石や 石 核 （残核） な ど を 除 い た 資 料が127点 あ る 。 こ れ の 内訳 は 、 打製 石鏃22

点 （ 「 ア メ リ カ 式石鏃」 7 点含 む ） 、 磨製石鏃13点、 打製石斧 5 点 、 刃 器10点 （ 大形 5 点 ・ 小形 5 点） 、 敲石 2 点 、

凹 み 石 12点、 みが き 石 3 点 、 台石 3 点 、 石皿 l 点 、 太型蛤刃石斧 4 点 、 扁 平 片 刃 石斧 2 点 、 石槌 4 点 、 石錐 6 点 、

砥石15点 （手持ち 13点 ・ 置 き 2 点） 、 加工痕あ る 石屑22点、 環状石 器 1 点 、 勾 玉 2 点 で あ る 。

( 1 ) 原 石

石 器 の 材料 と な り 得 る 質量 を も っ た 素 材 、 す な わ ち 原 石 と 呼べ る 資料 は 3 点 出 土 し て い る 。 原 石か ら 生み 出 さ

れ る 石器 に は 、 礫 そ の も の を 素材 と す る 一群 と 剥 片 を 剥 離 し そ れ を 素材 と す る 一群があ る が、 こ こ で扱 う 原 石素

材 は 、 すべて 剥 片 素材 に 関 す る 資料であ る 。 流紋岩材 2 点 と チ ャ ー ト 材 l 点があ る 。

第99図 ー 391 は 多 く を 自 然面 部 に 覆 わ れ た 流紋岩材で、 原 石 と 判 断で き る 。 表面部が部分的 に 剥 落 ？ し て お り 、

礫表皮の 剥 ぎ取 り が行 わ れ た 可能性 も あ る 。 大 き さ は 18.6cm、 重 さ 3,770g を 測 る 。

(2) 石 核

原 石 を 分割 し 、 あ る い は 石核素材 と な る 剥 片 を 剥 離準備 し て 、 そ こ か ら 実際 に 石器製作 用 の剥片剥離 を 行 っ た

個 体 を 石核 と す る 。 総 数 1 1 点 が 出 土 し て い る 。 剥 片 剥 離 は 、 い ずれ 製作 さ れ る で あ ろ う 石 器 を 意識 し た行為であ

る か ら 、 打製石 斧 な ど大形の剥 片 石器 を 製作す る た め に準 備 さ れ た 材 質 ・ 法量 を も つ も の と 、 石鏃な ど小形の剥

片 石器 を 製作す る た め に 用 意 さ れ た も の と は 、 予 め 区 別 し て 扱 う 必要があ る 。 便宜的 に 、 そ れ を 「大形剥 片石器

用 素材」 と 、 「小形剥 片 石器 用 素材」 と 仮称 し提 示す る 。 「大形剥 片 石器 用 素材」 と 判 別 で き る 資料 に は 、 シ ル ト

質砂岩材 1 点 があ り 、 「小形剥 片 石器 用 素材」 に は 流紋岩材 9 点 、 チ ャ ー ト 材 l 点があ る 。

第 100図 ー 4 1 2 は 流紋岩材の剥片 を 素材 と し た例 で 、 素材の縁辺 に そ っ て 加撃 を 進 め て い る 。 特定の打面 を 形成せ

ず、 剥 離面 を 利 用 し た打面転移が繰 り 返 さ れ 、 円盤形の残核化が観 ら れ る 。 実測図の正面 に 観察 さ れ る 剥離痕 は 、

長 さ 3.5cm X 4.2cm程度 の横長剥 片 で あ る 。 第 102図 ー 432 も 4 1 2 同 様 な 剥 離法 を と る 。 最終的 な 剥 離痕 は 長 さ 2.0cm

X 3.9cm程度の横長剥 片 で あ る 。 第 103図 ー 441 は流紋岩材の剥片 を 素材 と し 、 剥離面 を 巧 み に 利 用 し て打面転移、

剥 片剥 離 を 実行 し た 例 で あ る 。 打 面 の 転 移 は 2 回 あ り 、 い ず れ も 90度 に ふ れ る 。 実 測 図 の 正 面 に 観察 さ れ る 剥 離

痕 は 長 さ 3.4cm X 3.5cm程 度 の 横 長剥 片 で あ る 。

(3) 剥 片 • 砕片

剥 片剥離作業の過程で弾 き 出 さ れ た 石 屑 の う ち 、 石 器 の 素材 と な り 得 る 程度 の 大 き さ を も っ た 例 を 剥 片 、 そ れ

よ り 小 さ な 例 を 砕片 と す る 。 「大形剥 片 石器」 用 の剥 片47点 ・ 砕片59点 があ り 、 「小形剥 片 石 器」 用 で は 剥 片24 1

点 、 砕片 1 ,007点があ る 。

そ れ ら の 材 質 別 内 訳 は 、 「大形剥 片 石 器」 用 の 最lj 片 で は 、 安山岩材 3 点 (99.8g) 、 シ ル ト 質砂岩材35点(69 1g黒色

頁岩材 含 む ） 、 珪 質岩材 4 点 (46. lg ) 、 硬砂岩材 1 点 (6.3g) 、 砂岩材 1 点(27. lg ) 、 ホ ル ン フ ェ ル ス 材 l 点( 1 8.2g) 、 結

晶 片岩材 l 点(4.2g) 、 玄武岩材 l 点(9.9g)があ り 、 砕 片 で は シ ル ト 質砂岩材40点(54.6g黒色 頁 岩材 含 む ） 、 硬砂岩材

1 点(l .Og)、 珪 質 岩 材 6 点( 1 .5g) 、 安 山 岩材 l 点( 1 .6g) 、 緑色凝灰岩 材 3 点 ( 1 7.0g) 、 ホ ル ン フ ェ ル ス 材 3 点(0. lg) 、

結晶片岩材 1 点(3.7g) 、 石墨片岩材 3 点 ( 1 .8g)、 輝緑岩材 l 点(2.5g)があ る 。

「小形剥 片 石器」 用 の 剥 片 で は 、 流紋岩材229点(3,481 . lg) 、 チ ャ ー ト 材 7 点(4 1 1 .6g) 、 石英 5 点(77.0g) 、 砕片 で は
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流紋岩材760点(324 .7g淡茶色 3 点含 む ） 、 チ ャ ー ト 材 188点(83.9g) 、 黒曜石材 5 点 (0.4g)、 石 英43点(21 .2g) 、 玉髄 1 1

点(2.4g)があ る 。

ま た こ れ ら 石屑類 と は 別 に 、 素 材 の 両端 に 対向す る 剥離痕 を 留 め 、 「挟み打 ち 」 技術 の 介在 を 想定 さ せ る 資料、

所謂 「楔形石器」 が 5 点 あ る 。 流紋岩材 4 点(37.4g)、 シ ル ト 質砂岩材l 点(37.6g) で あ る 。

第99図 ー 392 は流紋岩材 の 剥 片 を 素材 と し 、 上下 ・ 左 右 に 細 か な 剥 離痕 が認 め ら れ る 例。 上 面 は 素材 を 剥 離 し た

時点の剥離面打面が残 り 、 剥離痕 は顕著で は な い 。 他 の 側辺 は い ずれ も 剥離 が著 し く 鋭利 な 縁辺で あ る が、 潰 れ

は な い 。 長 さ 3.2cm 、 重 さ 14.8g を 測 る 。

(4) 打製石鏃

狩猟あ る い は 戦 闘 用 と 考 え ら れ る 飛翔 具 の 内 、 打裂成形のみ に よ っ て完成 さ れ る 石鏃は22点あ る 。 材 質 別 内訳

は 、 流紋岩材20点 、 黒曜石材 l 点 、 チ ャ ー ト 材 1 点 で あ る 。 形式的類別 は 、 無茎式が 2 点 、 有茎式が 2 点 、 製作

途 中 の失敗品が1 1 点 あ る 。 基部の左右 に 深 いU字状の扶 り 込み を 加 え た 所 謂 「 ア メ リ カ 式石鏃」 は 7 点 出 土 し て

い る 。

第98図 ー 378 は流紋岩材の横長剥 片 を 素材 と し 、 側辺部の み に 加工 を 施 し た未完成 品 で あ る 。 長 さ 5.4cm 、 重 さ

20.4 g を 測 る 大形例 で あ る 。 379 の A · B と も に 「 ア メ リ カ 式石鏃」 で あ る 。 A は 淡 い 茶 色 を し た 流紋岩材 で 、

製作は非常 に 丁寧で優美 で あ る 。 二側辺 は ほ ぼ直線的 で 、 平 基。 扶 り は 細 か な 剥離調整 に よ り 加工 さ れ て い る 。

材 質 そ し て 製作技術か ら 判 断 し て 搬 入 品 の 可 能性が高 い 。 B は 流紋岩材で 、 A に 比 し て 器厚があ り 、 袂 り 部位置

も や や 高 い 。 や や 稚拙 な 感 を 受 け る が、 材 質 的 な 制約 で あ ろ う か ？ 。 第100図 ー405 は 、 流紋岩材の 横 長剥 片 を 素

材 と し 、 側辺部の み に 加工 を 施 し た未完成 品 で 、 長 さ 4.5cm 、 重 さ 8.3 g を 測 る 。 第 100図 ー 407の A · B は 、 と も

に流紋岩材の 「 ア メ リ カ 式石鏃」。 A の二側辺 は や や外湾 し 、 扶 り 位 置 は 第99図 ー 379 B に 類似 し 高 い 。 B は 製作

途 中 の失敗品で あ ろ う か 、 器幅が狭 く 、 基部の作 り 出 し も 不完全であ る 。 第 101 図 ー 458 は 流紋岩材の 平基有茎式

で あ る 。 茎部 を 欠損 し て い る が、 挟 り 部の状況か ら 判 断 し て 「 ア メ リ カ 式」 で は な い。 第 102図 ー 459 は流紋岩材

の 「 ア メ リ カ 式石鏃」 で 、 袂 り 部以 下 の 基部 を 欠失 し 、 全体形が不 明 な 例 で あ る 。 二側辺 は 直線 的 で 、 長 身 。 第

104図 ー 3 は 流紋岩材の 「 ア メ リ カ 式石鏃」 で 、 基端部 を 欠損す る 。 二 側辺 は や や 外湾 し 、 第 100図 ー 407 の A に

似 る が、 基部 は 若 干 の 凹 基の よ う で あ る 。 第 103図 ー 442 は黒曜石 材 の 凹 基無茎式で、 両 方 の 脚 部 を 欠損す る 。 全

体 を 二等辺 三 角 形状 に 整 え 、 挟 り 指数0.2以上 で U 字状の扶 り を 施す例 は 、 当 地域 の 弥 生期 に 余 り 該 当 例 の な い

形態 であ る 。 第103図 ー 443 は チ ャ ー ト 材 の 凹 基無茎式で、 一 方 の 脚 部 を 欠損す る 。 全体が正 三 角 形状 で 、 幅の広

い脚部 と 山形の袂 り 込み 、 微細 な 剥 離調 整 は 、 や は り 当 地域の該期 に余 り 例 の な い形態 で あ る 。 第 103回 ー 444 は

流紋岩材の剥 片 を 素材 と し た両面加工の石器であ る 。 平 ら か な 基部 を 呈 し 、 大 き く 平坦 な 剥 離 加工 を 器面 に 施す。

図 示 し て い な い が、 S B 1 3 - Nol77 に も 同 様 な 例 2 点 があ り 、 「 ア メ リ カ 式石鏃」 関 連 の 資料 と 捉 え 、 こ こ で は

石鏃失敗品 と し た。

(5 )  磨製石鏃

戦闘用 と 考 え ら れ る 飛翔具の 内 、 打裂成形、 研磨仕上 げに よ っ て 完成 さ れ る 石鏃 は 13点あ る 。 材 質 別 内訳 は 、

珪質岩材 9 点 、 結晶片岩材 2 点 、 石墨片岩材 l 点 、 シ ル ト 質砂岩材 l 点で あ る 。 形式的類別 は 、 すべて単孔の凹

基無茎式 と 考 え ら れ る 。

第98図 ー 380 は 、 珪 質岩A材 を 用 い た未完成 品 で 、 重量6.6g を 測 る 。 基部端の研磨 は な さ れ て い な い が、 断面の

状況か ら 判 断 し て 、 端部は 「折断＝ 折 り 取 り 」 後 に 、 研磨仕 上 げ さ れ る も の と 推察で き る 。 基部側辺 に は面取 り
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さ れ た状況が残存 し 、 先端部側辺 の みが刃部 を 研 ぎ 出 し て い る 。 381 は 結 晶 片 岩材 の 凹 基無茎式で、 長 さ 1 .8cm 、

重 さ 0.4g と 極小であ る 。 右側辺部 に 穿孔痕が認め ら れ る こ と か ら 、 製 品 の 欠損後 に 再生 を 施 し た例 と 判 断で き る 。

382 は 珪 質 岩c材 の 単孔 の 凹 基無 茎 式 で あ る 。 全体が五角 形状で 、 幅 は 2.5cmあ る 。 第 100図 ー 404 は 、 結 晶 片 岩材

の 剥 片 を 用 い 、 全体 を 五 角 形状 に 仕上 げた 例 で 、 穿孔部以下の基部 を 欠失 す る 。 側 辺 に屈折部が明瞭 に研 ぎ 出 さ

れ て い る 。 第 1 00圏 ー 408 は 、 珪質岩A材 の 未完成 品 で 、 基部大半 を 欠損す る 。 側辺部は面取 り さ れ た状況 に あ る 。

409 は珪 質 岩 B 材 で 、 基部端及 び側辺部の研 ぎ 出 し を 完 了 さ せ た段階の例 で あ る 。 単孔 こ そ な いが、 完成品 と の

差異 は な い。 鏃 身 中 央 に は 、 明 瞭 に 鏑 が形成 さ れ て い る 。 4 1 0 も 409 と 同 材 で 、 同様な 製作段階の例で あ る 。 た だ

し 端部 は 、 「切 断」 後 の 面取 り が顕著 で 、 砥 ぎ 出 さ れ て は い な い。 鏃身 中 央 に は 、 や は り 明 瞭 に鏑が観察で き る 。

第 1 0 1 図 ー 426 は 、 珪 質 岩A材の未完成品 で 、 素 材 欠損後 に 再度 の加 工 を 施 し た例 で あ る 。 基部 に は本来側辺部に

位置 し て い た で あ ろ う 「擦 り 切 り 」 痕 が明 瞭 に 観察で き る 。 427 も 426同様 な 材 質 で 、 素 材 の 欠損後 に再加工 を 施

し 、 鏃へ と 成形が進ん で い る 。 た だ し 両例 と も 、 器面の研磨 と 側 辺 部 の 面取 り の段階で製作 は 中 断 さ れ て い る 。

428 は 石 墨 片 岩材 の 剥 片 を 素 材 と し た 単孔の 凹 基無茎式。 基部端 は 鋭利 に研 ぎ 出 さ れ て お り 、 直径 2 mn1孔の外縁

に は 直 径 6 mm の 円 形状の 溝 が観察で き 、 穿孔時の投影 ラ イ ン 、 も し く は 回転穿孔時 の 錐 の キ ズ で あ ろ う 。 第 103

図 ー 445 は 、 シ ル ト 質砂岩材の 剥 片 を 素材 と し た 未完成 品 で あ る 。 厚 み の あ る 素材 で 、 成 形以前の 穿孔が右側辺

に 残 る 。 本 来 の 器種が何 で あ っ た か は 不 明 で あ る が、 再加工の 途 中 で 中 断 さ れ た 例 で あ る 。 446 は 珪 質 岩 A 材 の

有孔例 で あ る が、 先端及 び基部端 を 欠失 し 全 体形 は 不明 で あ る 。 鏃中央部の 鏑 の 形成 は 、 や や 弱 い。

(6) 打製石斧

耕作 な どの掘削作業 を 想定で き る 土掘 り 具 は 5 点 の 出 土があ る 。 材 質 別 内訳 は シ ル ト 質砂岩材 5 点 で あ る 。

第 102 図 ー 435 は シ ル ト 質砂岩材の縦長剥片 を 素材 と し た例 で 、 刃 部 を 欠損 す る 。 全体形 は 不 明 だが、 残存部か

ら 推定 す れ ば、 両 側 辺 に袂 り の 入 る 形態 で あ る 。 表面 に 自 然 面 を 大 き く 残 し 、 頭 部 は 無加工で円形。 第 103図 一

448は シ ル ト 質砂 岩 材 で 、 基 部 を 欠損す る た め 、 全体形 は 不 明 で あ る 。 刃 部 は 円 刃 で 、 刃 角 94度 、 明 瞭 な 磨耗 ．

線状痕が認め ら れ 、 特 に左側辺 に顕著で あ る 。 第 103図 ー 450 は シ ル ト 質砂岩材の横長剥 片 を 素材 と し た 例 で 、 刃

部 を 欠失 し 全体形 は 不 明 。 短冊形 に 近 い 形状 で 、 頭 部 は 部分的 に 無加 工 で 自 然面 が残 る 。 451 は シ ル ト 質砂岩材

の短冊形 を 呈 し た 例 で 、 片 面 に 自 然面 を 残す。 頭部 と 刃 部 と も に平面形態 は 円形 を 呈 し 、 両方 に 磨耗 • 線状痕が

明 瞭 に 残 る 。 刃 角 89度。 両端部 の 使 用 は縄文時代 的 な 用 法 で あ る 。 452 は シ ル ト 質砂岩材 の 横 長剥 片 を 素材 と す

る 。 側 辺 に 若干扶れ の あ る 形態で あ る が、 基部大半 を 欠損 し 、 全体形 は不 明 で あ る 。 刃 部 に は 磨耗 • 線状痕が顕

著 で 、 刃 角 は 106度 を 測 る 。

(7) 敲石， 凹 み 石

す る • た た < . つ ぶ す等の機能 を 担 っ た道具に は 、 す る 用 法 を 優先 さ せ た 磨 石 と 、 た た く 用 法 を 優先 さ せ た敲

石 があ る 。 本遺跡で は 磨 石 の 出 士 は な く 、 敲石 2 点 があ る 。 さ ら に 凹 み 部 が皿状 を 呈 し 、 す り ・ つ ぶ す 用 法 を 主

体 と し た 凹 み 石 12点が出土 し て い る 。 そ れぞ れ の 材 質 的 な 内訳 は 、 敲 石 で硬砂岩材 l 点 、 花岡岩材 l 点 、 凹 み 石

は す べ て 安 山 岩材 で あ る 。

第98図 ー 388 は 輝石安 山 岩材 の 円礫 を 素材 と し た 凹 み 石 で 、 表面 に 直径5.0cmの 「す り 鉢状」 の 凹 部があ る 。 重

さ は7 1 2g と 軽量 で あ る が、 固定式で あ ろ う 。 389 は安 山 岩材 の 礫 を 素材 と し た 凹 み 石 で 、 表裏両面 に 直 径6.0cm程

度 の 「す り 鉢状」 の 凹 みがあ る 。 重 さ 1 ,537g を 量 る 。 390 も 安 山 岩材 の 礫 を 用 い た 凹 み 石 で5,081g あ る 。 「す り 鉢

状」 の 凹 み は 表面 に 1 つ だ け 存 在す る 。 第99固 ー 396 は枕状 を 呈 し た 安 山 岩 の礫 を 用 い た 凹 み 石 で 、 凹 部 の 直径
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は2.9cm と 小 さ 目 で あ る 。 重 さ 3,709g を 量 る 。 第 100図 ー 403 は 安 山 岩材 で 、 重 さ 3,319g を 量 る 裸 を 素材 と す る 。 凹

部 は 直径6.2cm の 「す り 鉢状」 で 、 裏 面 に は 「 ア バ タ 状」 の 敲打痕 も 存在 す る 。 第 100図 ー 4 1 8 は 安 山 岩材 の 礫 を

用 い た 凹 み 石 で 、 全体の2/3程 度 を 欠失す る 。 凹 部 は 「 ア バ タ 状」 の 敲打痕 に 近 く 、 「す り 鉢状」 で は な い点 、 狭

義 に は 本 器種 と は 別 類 と すべ き 例 で あ る 。 第 10 1 図 ー 424 は 、 花 尚 岩 材 で 、 礫素材の 周 辺 部 を 敲打使用 し た 所謂

「球状ハ ン マ ー 」 で 、 重 さ は484.lg を 量 る 。 敲打部 の痕跡 は 、 た た < . す る の 兼 用 が観 ら れ る 。 425 は 安 山 岩材 の

礫素材で、 表 裏 面 に 直径5.5cm程度 の 「す り 鉢状」 の 凹 みがあ る 。 本例 は 上 下 両 端 に 敲打痕があ り 、 敲 石 と し て

の機能 も 存在 し て い た と 考 え ら れ る 。 429 は 安 山 岩材 の 礫 を 素材 と し た 凹 み 石 で 、 表 面 に 直径7.8cm を 測 る 凹 み が

あ り 、 裏面 に は 「 ア バ タ 状」 の敲打痕が観 ら れ る 。 403例 と 同様 な 形状であ る 。 430 は 枕状 の 安 山 岩材 を 用 い た 凹

み 石 で 、 表 面 に 直径5.8cm の 凹 みがあ る 。 396例 と 類似 し た 形状で重 さ 2,729g を 量 る 。 第 104 図 ー 455 は 安 山 岩材の

礫 を 素材 と し た 凹 み 石 で 、 重 量 1 ,767g。 表 面 に の み 直 径6.2cm の 凹 み が観 ら れ る 。 第 102図 ー 440 は 硬砂岩材 の 敲

打具で、 下端 及 び側 面 、 裏 面 に 敲打痕が認め ら れ る 。 上端部欠損 の 後 、 欠損部 も さ ら に 敲打使用 し 、 槌様 を 呈す

る 。

(8) 台 石

対象物 を す り ・ つ ぶ す等 の 機能 を 担 い 、 特 に 地面 な ど に 固 定 し て 用 い る 道具 に は 、 台石 • 石皿があ る 。 台石 3

点 、 石皿 l 点があ り 、 材 質 は すべ て 安 山 岩材で あ る 。

第99図 ー 395 は 安 山 岩材 の 礫 を 素材 と し た 台 石 で あ る が、 大部分 を 欠損す る 。 残存部表面 に は 明 瞭 な 磨耗痕が

観 ら れ る 。 第 102図 ー 437 は 安 山 岩 材 で 、 表 面 に 皿部 の 形 成 さ れ る 石 皿 で あ る 。 3/4 を 欠失す る 。 第 104 図 ー 456 は

板状の 輝石安山岩材 を 素材 と し た台石で、 周 辺部 を 欠損す る 。 機能部 は 表面 の み で 、 明 瞭 な 磨耗痕が認め ら れ る 。

457 も 板状の輝石安 山 岩材 を 用 い た 台石 で 、 表面 に は顕著 な 磨耗 面 が観察で き る 。 1/2 を 欠失す る 。

(9) 刃 器

鋭利 な 刃 部 を 有 し 、 対 象 物 の 切 断 、 削 り 等 の 作業 を 担 っ た 刃 の あ る 石 器 は 10点あ る 。 「大形剥 片 」 素 材 の 刃 器

は 5 点 あ り 、 シ ル ト 質砂岩材 4 点 、 ホ ル ン フ ェ ル ス 材 l 点 で あ る 。 「小形剥 片 」 素材 の 刃 器 は 、 すべて 流紋岩材

で 5 点で あ る 。

第 100図 ー 4 15 は 点 斑 の あ る シ ル ト 質砂岩材 の縦長剥 片 を 素材 と し 、 全周 を 加工 し 方 形状 に 整 え た 例 で 、 長 さ 6.7

cm を 測 る 。 想定 さ れ る 刃 部 に 使 用 痕 は確認で き な い 。 本 個 体 の 器 種 の 認 定 は 難 し く 、 法量等 を 含め た技術形式

的視点 か ら 「大形刃器」 の 範疇で括 っ た が 、 こ の 点 を 留 意 し て 扱 う べ き で あ ろ う 。 第102図 ー 438 は 流紋岩材の縦

長剥片 を 素材 と し 、 一 方 の 側 辺 を 加工 し て 背部形成 し た例 で あ る 。 刃 部 は外湾 し 、 刃 角49度 を 測 る 。 刃 部 に は輝

く ま だ ら 状の磨耗 • 光沢痕が観察で き る 。

(10) 石 錐

対象物の穿孔を 主 目 的 と し た 錐 は 6 点 あ る 。 シ ル ト 質砂岩材 2 点 と 流紋岩材 4 点 で あ る 。 形態的 に は 2 種類が

あ り 、 素材剥 片 の 二つの側辺の み を 加工 し て機能部 と す る 例 と 、 素 材 の 全周 を 加工 し て 紡錘形 に 仕上げた例であ

る 。

第98図 ー 384 は シ ル ト 質砂岩材 の縦長剥 片 を 素材 と し 、 長 き 二 つ の 側辺 を 加工 し て機能部 を 作 出 し た 例 。 素材

剥 片 の剥離面打 面 は 無加工で残 る 。 使 用 痕跡 は確認で き な い。 第 100図 ー 4 1 3 は シ ル ト 質砂岩材 を 素材 と し 、 二つ

の側辺 を 加工 し て 刃 部 と し た 例。 刃 部 に は 肉 眼で確認で き る 程度 に 明 瞭 な 回 転痕があ る 。 4 14 は 流紋岩材 で 、 や
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は り 二側辺部 を 加工 し て機能部 を 作 出 し た例。 機能部 と し て の 刃 部 は 大半 を 欠失す る 。 第 102図 ー 433 は 流紋岩材

を 用 い 、 二 つ の 側 辺部 を 刃 部 と し た例 で 、 頭部 を 欠損す る 。 刃 部 に は 肉 眼 で そ れ と 判 る 磨耗痕が認め ら れ る 。 第

103図 ー 447 は 流紋岩材で 、 素材の全周 を 加工 し 、 全体形 を 「紡錘状」 に 仕上げた例。 機能部先端 を僅か に 欠損 し 、

使 用 痕 は認め ら れ な い 。

(11) 磨製石斧

樹 木 の 切 り 倒 し 、 木 々 や 骨 角 材 の 切 断 • 加 工 な ど を 司 る 道具 に は 、 太 型蛤刃 石斧 4 点 と 扁 平 片 刃 石 斧 2 点があ

る 。 蛤 刃 石 斧 の 材 質 は 変 質輝緑岩材 3 点 、 変 質 玄武岩材 l 点 で 、 片 刃 石 斧の そ れ は 、 変 質 輝緑岩材 l 点 と 変質玄

武岩材 1 点で あ る 。

第99図 ー 399 は 変 質玄武岩材 の 片 刃 石斧 で 、 長 さ 7.3cm 、 重 さ 70.Sg を 測 る 。 全体形 は 台 形様 で 、 刃部平面形は 、

直 刃 よ り や や張 り 出 す 形態 で あ る 。 刃 角 55度 、 明 瞭 な 磨 耗 そ し て 線状痕 を 確認で き る 。 第99固 ー 400 は 変質玄武

岩材で 、 長 さ 10.3cm 、 重 さ 259.5g を 測 る 小形の蛤刃 石斧。 全体形は略台形様 を 呈 し 、 頭 部 は 平坦で敲打痕が残 る 。

刃 部 は 直 刃 に 近 い緩 い カ ー プの 円 刃 で 、 刃 角 74度 、 明 瞭 な 磨耗 • 線状痕が観察で き る 。 第 1 0 1 図 ー 4 1 9 は 変質玄武

岩材 （ 「緑簾石 ー プ レ ー ナ イ ト 岩」 ） で 、 長 さ 7.7cm 、 重 さ 72 . lg を 測 る 片 刃 石斧 で あ る 。 全体形は 長方形状 に 整 え

ら れ て い る 。 刃 部 は使用 に よ る 損傷著 し く 、 表面 の 剥 落 、 磨耗 • 線状痕が顕著 で あ る 。 第 10 1 図 ー 420 は 変 質輝緑

岩材で、 刃 部幅7.1cm を 測 る 太形蛤刃例で あ る が、 基部大半 を 欠失 し 、 全体形 は 不 明 で あ る 。 刃 角 73度で 、 磨耗 •

線状痕が認 め ら れ る 。 第 102図 ー 439 は 変 質輝緑岩材 の 蛤 刃 石 斧 刃 部破片 で あ る 。 第 1 04 図 ー 454 は 変質輝緑岩材の

蛤 刃 石 斧 で あ る 。 刃 部幅6.2cm を 測 る 中 形例 で あ る が、 長 さ 12.2cm程度 の 大 き さ に 再加工 し て い る 。 再加工の敲

打痕は顕著 に 残 る が、 そ れ以降の研磨 は認め ら れ な い。 刃 角 74 度 、 磨 耗 • 線状痕が観察で き る 。

(12) 石 槌

対 象 物 の す り 潰 し を 目 的 と し 、 こ こ で は 特 に ベ ン ガ ラ 生成 を 主 目 的 と し た 粉砕 • 加工具であ る 。 すべて蛤刃 石

斧 の 転 用 例 で 変 質輝緑岩材 4 点 の 出 土があ る 。

第100図 ー 401 は 変 質輝緑岩材 の 中 形斧 ま た は 大形 斧 の 基部 を 転 用 し た 例 で頭部 を 欠損す る 。 機能部は顕著 に磨

耗 し 、 鏡面状 を 呈す る 。 第 100図 ー 4 1 1 は 変 質輝緑岩材の大形斧 の 基部 を 転 用 し た 例 で 、 被熱あ り 。 機能部は鏡面

状 を 呈す る 。 第 1 0 1 図 ー 4 2 1 は 変質師緑岩材で 、 中 形斧 の 刃 部 を 転用 し た例 で あ る 。 機能部 は僅か に 磨耗す る 。 第

103図 ー 453 は 変 質輝緑岩材の 蛤 刃 石 斧 未 製 品 （ 中 形斧） を 転用 し た例 で あ る 。 頭部 よ り の 基部残存例 で 、 全面に

敲打整形痕があ る 。 欠損面 に僅 か な が ら 部分 的 な 磨耗が看取で き る こ と か ら 、 本 器種 に 含 め た 。

(13) み が き 石

対象物 を 研磨 す る 道具 で 、 特 に土 器 の 製作等 に 関 わ っ た と 考 え ら れ る 河原 石が 3 点 あ る 。 材 質 別 内 訳 は 、 安山

岩材 l 点 、 珪質頁岩材 l 点 、 シ ル ト 質砂岩材 l 点 で あ る 。

第99 図 ー 398 は 、 珪 質 頁 岩 材 の 楕 円 形礫 を 用 い た 例 で 、 全 面 に 細 か な 線状痕 を 伴 う 。 重 さ 67.3g を 量 る 。 第 101

図 ー 422 は 安 山 岩材の棒状礫 を 用 い 、 端部 を 中 心 に 器表裏面 を 使 用 し た 例 で重 さ 70.Sg を 量 る 。 第 10 1 図 ー 423 は シ

ル ト 質砂岩材 の 棒状礫 を 用 い た 例 で 、 全 面 に 磨耗が認 め ら れ る 。 ま た 端 部 に 敲打痕が観察 で き る こ と か ら 、 「 タ

ガ ネ 状」 の敲 き 具 と し て の 用 法 も 加 わ っ た と 考 え ら れ る 。
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04) 砥 石

対象部 を 研磨す る 作業 を 担 っ た 砥 石 は 15点あ る 。 用 法 に は 、 軽 量 で 手 に 保持 し て使用 す る 手持 ち 砥石 と 固 定 し

て使用 す る 置 き 砥石 の 2 者があ り 、 そ れ ら の材 質 別 内 訳 は 手持 ち 砥で砂岩材 1 2 点 、 珪質岩材 l 点 、 置 き 砥で閃緑

岩材 2 点で あ る 。

第98図 ー 386 は 花尚岩質砂岩の 剥 片 を 素材 と し た 手持 ち 砥。 1/2程度 欠損す る が、 全体形 は 方 形状 と 推定で き る 。

機能部は表裏 面 及 び全 側 面部 に わ た る 。 387 は細粒砂岩 材 の 剥 片 を 素材 と し た手持 ち 砥 で 、 1/3程度欠損す る 。 長

方形状 を 呈す る と 考 え ら れ 、 表 裏 及 び全側 面 部 に 機能部があ る 。 第99図 ー 393 は 珪 質 岩材 で 、 全 体 を 長方形状に

仕上げた例。 機 能 部 は 全面 に あ り 、 特 に 表 面 は 2 つ の 砥面 で構 成 さ れ て い る 。 完形例。 394 は 花 商 閃緑岩材の偏

平礫 を 素材 と し た 置 き 砥石 と 看 ら れ る が、 大 半 を 欠失 し て い る た め 全体 形 は 不 明 で あ る 。 残存部分 に 観察 で き る

砥面 は 、 幅3.5cm ほ どの溝状の 凹 み の 集 合 で あ る 。 第 100図 ー 402 は細粒砂岩 材 の 手持 ち 砥で 、 1/3程度 欠失す る 。

全体形 は使用 に よ り 「糸巻 き 状」 を 呈す る 。 表裏面 に は 面状砥面 の ほ か溝状の 砥 面 が存 在す る 。 406 は 凝灰 岩 材

の手持 ち 砥 で 、 2/3近 く を 欠失す る 。 機能部は全 面 に わ た り 、 特 に 表 面 の 使 用 は 堅著 で あ る 。 4 1 6 は 細粒砂岩材の

剥 片 を 素材 と し た 方 形状の 手持 ち 砥で あ る が、 1/4程度 欠損す る 。 機 能 部 は 全面 に 及ぶ と 考 え ら れ 、 い ずれ も 面

状砥面 で あ る 。 S B 23 出 土 の 砥 石 （取 り 上 げNol48) と 同 一個 体 と 考 え ら れ る 。 417 は 細 粒砂岩材 の 砥 石で あ る

が、 大部分 を 欠失す る た め 、 全体形 は 不 明 で あ る 。 置 き 砥の 可 能性 も 想定で き る 。 第 1 0 1 図 ー 431 は 閃緑岩材の礫

を そ の ま ま 使用 し た 置 き 砥石。 表面 に は砥面 と 考 え ら れ る 磨耗 面 を 観察で き る 。 重 さ 1 ,476g を 量 る 。 第 1 02図 ー 4

34 は 凝灰岩質砂岩材 の剥 片 を 素材 と し 、 全 体 を 方形状 に仕上げた 手持 ち 砥で あ る 。 機能部 は 全面 に あ り 、 いずれ

も 面状砥面 で あ る 。 1/2 欠損例。 436 は 細 粒砂岩材の手持 ち 砥 で 、 1/2 程 度 欠損 す る が、 全体形は 「糸 巻 き 状」 を

呈す る と 考 え ら れ る 。 第 103図 ー 449 は 細粒砂岩 材 の 剥 片 を 素材 と し た 手持 ち 砥で 、 1/3 を 欠失 す る 。 「 糸 巻 き 状」

の胴部破片 と 推定で き る 。

(15) 環状石器

第98医1 -385 は シ ル ト 質砂岩材 の 剥 片 を 素材 と し 、 全体 を 円盤状 に 剥 離 成形 し 、 研 磨 に よ り 仕上 げた 資 料 で あ

る 。 穿孔 は な く 、 製作途中 の失敗品 と 考 え ら れ、 長 さ 12.6cm、 重 さ 565.6g を 測 る 大形例。

(16) 勾 玉

垂飾 品 と 考 え ら れ る 勾 玉が 2 点 あ る 。

第98図 ー 383 は 翡翠材の未完成品 で 、 片 面 に 穿孔途 中 の痕跡が残 る 。 所謂 「半訣状勾 玉」 に 類似す る が端 面 の

面取 り は な さ れ て い な い 。 長 さ 1 .25cm 、 重 さ 0.7g と 小振 り で あ る 。 第99図 ー 397 は 蛇紋岩材 の 勾 玉未完成 品 で あ

る 。 端部 を 欠損す る が、 「半映状勾玉」 に 近 い形状であ る 。 （ 町 田 ）
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5 長野吉 田 高校グラ ン ド 遺跡か ら 出土 し た 「ア メ リ カ 式石鏃」 関連資料の検討

長野吉 田 高校遺跡 は 、 所謂 「 ア メ リ カ 式石 鏃」 〔 註 l 〕 を 出 土 し 、 そ れ の 製作 関 連資料 を 確認で き た 点 に 於 い

て特箪で き る 遺跡 で あ る 。 「 ア メ リ カ 式石鏃」 の調査例 は 、 県 内 に 限 れ ば中 野市 間 山 遺跡 （檀原 1992) の み で あ

り 、 全国 的 に 見 て も 、 長野市 の 出 土 は 最 も 内 陸部 で の 確認例 に あ た る 〔 註 2 〕 。 本遺跡で発 見 さ れ た 「 ア メ リ カ

式石鏃」 は 、 すべて流紋岩材 〔註 3 〕 で あ り 、 同 時 に 収集 さ れ た流紋岩 材 の 石 屑 が、 そ れ の 製作 関 連資料で あ る

こ と は調 査時 よ り 予想 さ れ て い た 。 整理の結果、 流紋岩材 を 使 用 し た 器種 に は 、 「 ア メ リ カ 式 石鏃」 7 点 、 有茎

式 石鏃 2 点 、 石鏃関連の失敗例 1 1 点 、 石 錐 4 点 、 小 形 刃 器 5 点 があ り 、 「 ア メ リ カ 式石鏃」 が製作 の 中心的存在

で あ る こ と は 首 肯 で き た 。 し た が っ て 流紋 岩 材 の 石 屑 全体 を 扱 う こ と で 、 「 ア メ リ カ 式 石鏃」 を 捉 え て み よ う と

い う の が、 本稿の 目 的 で あ る 。

「ア メ リ カ 式石鏃」 を取 り 巻 く 製作技術系

流紋岩材 を 使 用 し た 剥 片 剥 離技術 に は 、 以下 の 特徴があ る 。

原 石 は 、 原 礫 面 に 覆 わ れ た 重 量 あ る 大 き な 素材 を 用 意す る 。 残存資料で は718.9g例 (SB1 1 - No45) 〔 註 4 〕 と

3,770g例（ 第99図 ー 39 1 ) の 2 点があ り 、 お よ そ ソ フ ト ボ ー ル 大か ら ハ ン ド ボ ー ル 程 度 の 大 き さ に比定で き る 。

石核の準備 は 、 原 石 の 原礫面 を 除去す る こ と か ら 始 ま る 。 そ の 後 、 原 石 を 分割 し 、 石 核 用 素材 と し て厚 み の あ

る 剥 片 を 剥 離す る こ と に よ っ て 完 了 す る ( S B 1 3 - No 9 接合資料） 。 こ の 時 、 石 核 に は 平坦 な 剥 片 剥 離用打面が明

瞭 に形成 さ れて い る こ と が条 件の よ う で 、 素 材 と な る 剥 片 が分割面 に よ っ て 四 角 柱状 を 呈 す る こ と も 、 ま ま あ る 。

事実、 残存資料 に は 非常 に 平坦で確固 と し た 剥 片 剥 離 用 打 面 を 観察 で き る （ 第 100 図 ー 4 12や 第 103図 ー 44 1 ) 。 9

点 の 出 土 があ る 。

� 
石 核

23 ....;... 

製作器種の 内 訳
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第 105図 流紋岩材 の 石 器製作系
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剥 片 剥 離 は 、 そ の 平坦 に し て 明 瞭 な 打面 を 間接的 に 加 撃す る こ と に よ っ て 実行 さ れ る 。 打 面 に は 直 径 3 mm程

のパ ン チ痕が観察 で き る こ と か ら 、 間接打撃法 の 介在 を 想定す る こ と がで き る 。 剥 片 剥 離 の 進 行 に伴 う 打 点 の 移

動 は 、 狭い範囲 を 走行後退す る も の の よ う で 、 作業面部 は特定箇所が剥 離痕 に よ っ て 深 く 袂れ る 状況 を 示す。 ま

た打面の転移 は90度 に ふ れ る 例 が 6 割 を 占 め 、 素材の 側 面 に 形 成 さ れ た 分割面 、 あ る い は新 た に 素材 を 分割す る

こ と に よ っ て 生 成 さ れ た 平坦面 を 転移面 と な す 。 こ の点 に 於 い て も 、 打面の選択 な い し は そ れ の 周 到 な 準 備が看

取 さ れ る の であ り 、 決 し て 任意 に 選択 し た 箇所 を 加繋す る も の で は な い。

「素材剥 片」 の 生 成 は 、 石核の準備段 階 及 び剥 片 剥 離の段階で実現 さ れ る 。 石 核 の準備段階で は 、 核 と な る 素材

の剥離行為 に 伴 っ て 長 さ 5.0cm を 超 え る よ う な 大 き な 剥 片 も 生み だ さ れ る 。 石 核 か ら の剥 片剥離段階で は 、 長 さ 4.

0cm未満程度 の横長剥片 を 主 に 作 出 し 、 石鏃製作 を 根幹 と す る 器種製作 用 素材の準備がな さ れ る 。 狭義 に 「素材

（ 用 ）剥片」 と は 、 器種 と 呼べ る 石器の製作用 剥 片 、 す な わ ち 目 的 的 な る 剥 片 を 指す も の で あ り 、 剥 片 全体の 中 で 、

そ れ は 区別 すべ き 類で あ る 。 こ こ で は 、 剥 片 全体 を 次 ぎ の よ う に 区分 ・ 仮称 し 、 整理す る 。

剥 片 l 種…原石時の表面、 す な わ ち 自 然面 ま た は節理面が剥 片 に 1/2以上観察で き る 例。 3 1 点 の 出 土があ る 。

剥 片 2 種… 自 然面が認め ら れ な い か 、 存 在 し て も 1/2 に 満 た な い程 度で 、 原 石の 表 面 を 想定 で き な い例。

95点の 出 土 があ る 。

剥片 B 類 … 剥 片 1 種 及 び 2 種 に 区 別 さ れ た剥 片 の 中 で 、 「素材 （ 用 ） 剥 片 」 と な り 得 る 属性 を 担 っ た 剥 片 。

103点の 出 土 があ る 。

剥 片 A 類…剥 片 に 挟み打ち の痕跡、 所謂 「両極剥 離痕跡」 が認め ら れ る 例。 4 点 の 出 土 があ る 。

こ れ ら の類別 は 、 剥 片 A 類 · 剥 片 B 類 · 剥 片 1 種 · 剥 片 2 種の準 に 優先 タ ク ソ ン と す る 。 ま た 剥 片 と は 別 に 、 剥

片剥 離作業 及 び製作作業 に伴 っ て 弾 き 出 さ れ た 石 屑 を 砕片 と し 、 757点 （ 淡 茶色 3 点 除 く ） の 出 土があ る 。

石器の 製作 は 、 剥 片 B 類 を 剥 離加工す る こ と に よ っ て 行 わ れ る 。 残存器種の 内訳 は 第 105図 に 示す と お り で 、 剥

片剥離行為 の 中 心 に 石鏃製作が位置付 く よ う で あ る 。 し か も 製作 途 中 の失敗例 を 除 く 製 品 数の 比 で は 、 「 ア メ リ

力 式石鏃」 が優位 であ り 、 そ れ を 根幹 と し た 製作行為が暗示 さ れ る 。

「 ア メ リ カ 式石鏃」 は 剥 片 B 類 を 素 材 と し 、 周 辺部 よ り 押 圧 剥 離 を 施す こ と に よ っ て 完成 さ れ る 。 押 圧剥 離 は

剥 離 角 が緩やかで平坦な 成形加工 を と り 、 器体の 中 心部 ま で行 き 届 く 深 度 の 加 工で あ る 。 剥離加工 に規則 的 な 手

順 を 読み 取 る こ と は で き な い が、 第 1 05図 の よ う な 両面 加 工 石 器 ？ を 製 品 化 の 工程 に 介在 さ せ る こ と が可 能 で あ

れば、 2 回 の 成 形段 階 を 踏 む こ と に な る 。 基 部 に あ る 左右 の 挟 り 込み は 、 最終的 な 成形加 工 に 位 置付 け ら れ る 。

有茎式石鏃 も 押 圧剥離加工 に よ っ て 仕上 げ ら れ る 。 2 点 の み 出 土 し て い る が、 い ず れ も 茎 部 欠損例 で 、 「 ア メ

リ カ 式石鏃」 と の判 別 基準 を 問 わ れ る 。 基部幅 に 対す る 狭い茎部幅、 そ し て狭 い機能部幅 な ど に 基準 を 置 い たが、

全体形状 に 違 い の 認め ら れ る こ と も 事実 で あ る 。 平 坦 な 成 形加 工 を と る が、 「 ア メ リ カ 式石 鏃」 が幅広 の 剥 離痕

を も つ の に対 し て 、 幅が狭 く 細 か い 剥 離痕 を も つ と い う 特徴 があ る 。

石錐 は 、 剥 片 の 長 い二側辺部 に 剥 離加工 を 施 し 、 頭部無加工で完成 さ れ る 。 頭 部 は 素材剥片剥離時の打面であ

り 、 そ の痕跡 を 明 瞭 に 残す。 剥離加工は や や急斜度 な 押圧剥離で、 錐部 を 除 き 器体中心部 ま で は 及 ば な い。 錐機

能部は幅が5mm以 内 で棒状 を 呈 し 、 他器種 と は 明 ら か に 峻 別 で き る 。

小形刃 器 は 、 剥 片 の 一 側辺部 を 加工 し て仕 上 げ ら れ る 。 剥 離加工 に は 刃 部形成 と 、 背部形成の 2 者があ り 、 と

も に 急斜度 な 押圧剥 離 に よ る 。 石鏃の失敗例 と し た 中 に は 、 二側辺 を 加工 し た 刃 器様 の 個 体 2 例 （ 第98図 ー 378,

第100固 ー 405) があ り 、 小形刃器 と の 判 別 基準が問 わ れ る 。 平 坦 な 両面加工が二側 辺 に わ た る 点 を 重視 し 、 別 器

種 に 包括 さ せたが、 再考 を 要すべ き 資料であ る 。
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代表値 散布度

平均値 I 中央値 ！ 最大値 ： 最,1ヽ値 分散
， 
：' 標準偏差

・
： ' • 尖度 '

， 

： 歪度 ' ：
' 

範囲

最大長(cm) 5.66! 5 45! 8.6i 41 2.091 1 .451 1 .651 1 22! 1 65 
最大幅(cm) 6.4I 1 I s i 1 0.2 ! 4.2 3 3，  : 1 02， ! 2.s1 l 1 34i 1 .7 
最大厚(cm) 3.09: 2.9 ! s ; : 1 .8 oa2i 0 91 i 1 .971 0.991 0.8 
最大重( g) 1 53. 1 7

＇ 
1 9 1 .9 ' ! 541 .8' ! 54.1 3021 4.84

＇ 
1 1 73 02

， 
: 6.37! 2.5i 78.2 

剥離角（震） 84 33
i 
! 02! 1 1 5 1  66 236.75

I 
1 1 5.39

I 
1 0.661 0.91 21 

石核の基礎統計量

代表値 散布度

平均値 I 中央値 I 最大値 l 最小値 分散 :
： 標準偏差 'l 尖度 ;， l, 歪度 ' ！

' 
範園

最大長(cm) 4.25l 3.41 9 l 2.1 3.9 1 1 1 .98! 0.64! 1 . 1 5 1 2.6 
最大幅(cm) 4.44， 1 3.6! 1 0.2＇ : 1 .7 4.51 ! 2 12

！ 
1 166 1  1 .281 2.6 

最大厚(cm) 1 .49: 1 3: 4.5: 0.3 012! 0.85! 3 841 1 5 1 : 1 1  
最大重(g) 3 1 .57

i 
1 9.5! 1 77.6

； 
! 1 .8 1 652. 1 6

， 
1 4065; ! 609! 225: 40 

剥離角ぽ） 96.83
！ 
i 94 s i  1 1 0 1  88 49 79

： 
1 1osi -085

i 
i 0.61 j 1 2  

剥 片 1 種の基礎統計量

代表値 散布度

平均値 l 中央値 ！ 最大値 ！ 最ヽJヽ値 分散 < 'I I 標準偏差 ' ' 
I 

I 尖度 I I ：， 歪度 I ：！ 範囲

最大長(cm) 3 591 3.35l 9 l 1 .5 1 a !  1 .34i 3.eai 1 .49i 1 .45 
最大幅(cm) 3.35l 3 • I s.ai 1 .3 1 .12 ! 1 .3 1  l -006， 1 0.671 ' 1 .6 
最大厚(cm) 1 26! 1 .1 i 3.2! 03 0.32 1 0.56: 1 .48! 1 .081 08 
最大重Cal 1 868

； 
1 8.61 1 32.B

＇ 
i 22 596.75

， 
1 24.43

， 
! 1 0.9! 2.971 1 9  9 

剥離角（震） 1 0773
i 
1 1 06 1  1 50 1  85 279 49

i 
1 1 6.72

： 
1 201 i 1 49! 1 4  

剥片 2 種の基礎統計量

代表値 散布度

平均値 ： 中央値 ： 最大値 ！ 最,1ヽ値 分散 I l' 標準偏差 ,！'` 尖度 , ！' 歪度 I i
' 

範囲

最大長(cm) 3.48! 3.351 7.21 1 .5 1 .11 !  1 .33l -001
， 
: 0.671 2.2 

最大幅(cm) 3 61 ! I 3.4 i 1.a ! 1 .5 ul 1 .3 1 ! 0.341 0.79 1 1 .95 

最大厚(cm) 087: l oa! 2.2i 0.3 0.1 6 i 0.4 ! 1 .04: 1 .04
I 
: 0.4 

最大重( s) 1 3  4l i ， 9.31 sa2i 1 .2 21 5.93
I 
1 1d 5.03! 2.1 6!  1 3.8 

剥離角｛震） 1 03.7
i 
i 1 06 1  1 501 67 1 6 1 .88

： 
1 1 212

： 
: 264i o.02i 1 5  

剥片 B 類の基礎統計量

200 , .. 一—••一—·--· ··- ·-· ---·-··- ―.. ← _ _  1 ..... ● ... 一—-·!-------·--·---·-·----- 160 

160 f —.. -------―., ... 一. ..一.. ·-· ー J__ ____ , _  --- , ●● .. ... 一-- -----…_,, ,.,_

., 120 l―•一·—ーコ - - - L ... 一·心••一 · ·- ·--·一 ,-—.........
80 . ・ 一—-- . 一�•—·-•ー・ー..- .. , 一.., .. _., 一

“ 
"゚' 

剥片B類

分類

重 さ の比較

剥片 1種 60 

二亡 最,1ヽ — 最大
ヒコ 25知75%

ロ 中央値

剥離角 度の比較

第 106図 剥 片 類 の 基礎統計量 （流紋岩材）
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代表値 散布度

平均値 ： 中央値 ： 最大値 ！ 最小値 分散 I ！ 標準偏差
I
i I 尖度 I I l 歪度 I ！； 範囲

標本数

最大長(cm) 3.1 l l  2.951 6.9! 1 .5 1 .22 i  1 . 1 1 l 0.79i o.s1 i 1 .8 58 
最大幅(cm) 3431 3.1 5 1 6 e l  1 .8 1 .32 ! 1 . 1 5 ' : -0.03 ＇ ! 0.1! 1 .7 58 
最大厚(cm) o.s! o.ai 1 .4 1 03 ooe! 0.28! -0.86 ! 0.1 2 1  0.5 59 
最大重(s) sos! 7.1 1 1 8.9! 1 .2 33.78

， 
! 5.81 i -1 . 1 91 I 0461 1 0.2 59 

剥離角（度） 1 02 74
： 
1 1 0s l  1 soi 67 1 98.64

i 
i 1 4.09

： 
1 2.961 o.oei 1 4  42 

剥片 B 類 (20 g 未満） の基礎統計量

第107図 剥片 B 類 の 分析 （流紋岩材）

I J 

C> ＼ 

有茎石鏃 (1/1 ) © 石錐 (1/1 ) L> 小形刃器 (2/3)

第108回 流紋岩材か ら 製作 さ れ た 器種
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《基礎分析》

原 石 は 2 点 の み で あ り 、 統計的操作の 対象 に な い。 2 例 の 主 要 4 法量 は 、 6.2cm X l l .2cm X 6.3cm, 7 18.9g (SB 

l l - No45) と 、 14 . lcm X 18.6cm X 17. lcm, 3,770g (SB 13 - Nol8 1 ) で あ る 。

石 核全体の基 礎統計量 は 第 106図 に 示 す 。 重 量 の 分散が著 し く 、 ヒ ス ト グ ラ ム か ら は 2 峰性の 分布が読み取れ

る 。 重 さ 54 1 .8 g を 量 る 離 れ 値 1 点(SB 1 2 - No83)が存在 し て お り 、 こ れ を 除 い た 平均値 を 算 出 す る と 5.3cm X 5.9c 

m X 2.9cm, 88.4g と な る 。 お お よ そ 原 石 の 1/10程度 の 重量 で あ る こ と が理解 さ れ る 。

剥 片 l 種全体の 基礎統計量 は 第 106 図 に 示す。 こ れ に は 石核 の準備段 階 及 び剥 片剥 離段階の資料が含 ま れ て お

り 、 重量の 分散がや は り 大 き い。 ヒ ス ト グ ラ ム か ら は20g未満 、 20g以上 1 00g未満、 そ れ以上の 3 群が予想で き 、

長 さ ・ 幅 の 値 は概ね4.0cm 、 8.0cm を 境界 と す る 。

剥 片 2 種の 基礎統計量 は 第 106 図 に 示す。 こ れ に も 1 種 同 様 、 石 核 の準備段階 及 び剥 片 剥 離段階の資料が含 ま

れ て お り 、 重 さ に 20g未満 、 20g以上 1 00g未 満 、 そ れ以上の 3 群が予想で き る 。 1 種 ・ 2 種 と も に 剥 片 B 類 に比 し

て厚 さ が平均値で 5 mm ほ ど大 き い 。

剥 片 B 類の 基礎統計量 は 第 106図 に 示す。 本 類 は 剥 片 l 種 及 び 2 種 よ り 抽 出 さ れ た 目 的 的 な 素材剥 片 で あ り 、

分散 は そ れ ら に 比 し て 小 さ な 値で あ る 。 重 さ の ヒ ス ト グ ラ ム は 、 歪み度2. 16 、 尖 り 度5.03 を 示す 右 に 裾 引 く 形状

で 、 20g内 に75 % が含 ま れ る 。 重 さ l .Og前後 の 石鏃、 2 .Og程度 の 石 錐 、 10g前後の小形刃 器 を 製作す る 剥 片 は 、 恐

ら く 20g 未 満 の 一 群 に 含 ま れ る も の と 予想 さ れ る か ら 、 そ こ を 境 界値 と し て 区 分 し 基礎統計量 を 別 に 算 出 す る

（ 第 107図 ） 。 平均値は3. 1 1cm X 3.43cm X 0.8cm, 8.06g と な る 。 実際 に は6.0g前 後 を さ ら な る 境 界値 と し て 、 石鏃 ・

石錐の 一 群 と 、 小形刃 器 の 一群 の 素材 と が区 別 さ れ る も

の と 思 わ れ る が、 両面加工石器の位置付 け も あ り 、 こ こ

で は 第 107 図 に 長 さ ・ 幅 • 厚 さ の 3 次元 散 布 図 を 示 し 課

題 と し て お く 。

「ア メ リ カ 式石鏃」 の 形態 と 機能

「 ア メ リ カ 式石鏃」 の 形態的特徴は 、 「底 部 に 近 い 所 に

於 て 左 右 相 対 し た 切 り 込 み を 具 え て 居 る 」 （坪井 1908)

こ と で あ り 、 そ れ が ま る で 「逆T字 形 の 柄」 ( P 1 2 .  江

坂1962) に 見 え る こ と で あ る 。 こ の 点 に 於 い て 、 有茎式

基部の 摩耗痕 ( X 200) ( K )  

＜ 
S Al24 

こ
S D 2  

長野市松原遺跡 lil

第 109図 「 ア メ リ カ 式石鏃」 類似例

ア ス フ ァ ル ト 状付着物 ( X 100) ( M )  

第 1 10図 「 ア メ リ カ 式石鏃」 の 摩 耗痕 及 び付着物
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第 1 1 1 図 長野吉 田 高校 グ ラ ン ド 遺跡出 土 の 「 ア メ リ カ 式石鏃」 ( S = l/1)  
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鏃 と は外観的 に 区 別 さ れ る 。 吉 田高 校遺跡で発見 さ れ た 「 ア メ リ カ 式石鏃」 に も 、 明瞭且つ整然 と し た U 字状の

「切 り 込み」 が観察 さ れ 、 型式理解 は 容 易 で あ る 。 す べ て 7 点 の 出 土が あ り 、 全体形の推定で き る 個 体 は 5 点 あ

る 。 そ れ ら の 形態が、 み な 違 う 点 は特筆すべ き で あ り 、 坂本氏の論文 に あ る よ う に 「一遣跡 に い く つ かの タ イ プ

が混在す る 状況」 ( P 224 . 坂本 1995) そ の も の で あ る 。 幸 運 に も 本 出 土 例 は 、 後期初頭 に 位 置付 け ら れ る 所謂

「吉 田 式」 期 単純遺跡 で あ り 、 S B l l か ら 2 点 、 S B 20か ら 2 点 、 S B 27 か ら 1 点 と 住居 内 出 土例が中心 を 占 め

る 。 し か も 製作 関連資料が共伴 し て い る の で あ る か ら 、 製作時 に 数種 の 形態 を 生成 し て い た と 看 る の が 自 然で あ

る 。 こ の こ と が坂本氏の想定す る 「 ア メ リ カ 式石鏃 を 製作 す る 場合小 さ な 形態の違 い は 度外視 し て い た 」 ( P 224 ) 

こ と の よ う に は思 わ な い が、 形態が時期 と 地域 、 集団の違い を 抜 き に 、 よ り ミ ク ロ な作 り 手の世界で具体化 さ れ

て い た こ と ば事 実 で あ る 。 こ の 形態 的差異が広義 に 型式 を 表象 し た も の で あ る な ら ば、 形態作 出 の 背 景 に 、 「 ア

メ リ カ 式 石鏃」 の 用 途 を推論す る 糸 口 があ る 。 数種の 形態が共存す る 様 は 、 「 ア メ リ カ 式石鏃の形態 セ ソ ト 」 の

よ う で も あ る 。 空想は 兎 も か く 、 現況の研究 レ ベ ル で 、 こ の 形態的差異 を 説明 す る こ と は 残 念 な が ら で き な い。

と こ ろ で長野県 内 の 弥生時代 中 期 後 半 に は 、 「 ア メ リ カ 式石鏃」 類 似 の 資 料があ る 。 鏃身の二側 辺 の 下 部 に 相対

し た扶 り を 施す も の で 、 在 地 の 型式的伝統 に な い個 体で あ る 。 無茎式例 が 4 遺跡、 有茎式例が 2 遺跡 あ る (P82,8

3.  町 田 1999)。 こ れ ら の 資料が、 巷で取 り 沙汰 さ れ る 岡 山 県百 間 川 遺跡例 の よ う な 「五角 形鏃」 あ る い は 「将棋

の駒形鏃」 な ど と 呼ばれ る 型式群 と は 、 系統的 に 異 質 で あ る こ と は所属 時 期 、 分布地域の違 い を も っ て 歴 然 と し

て い る 。 石 鏃の 材 質 、 扶 り の位 置 、 全体形状 と い っ た 要素 を 鑑み れ ば、 「 ア メ リ カ 式石鏃」 と の 関 連 を ま ず は 問

う べ き で あ る 。 少 な く と も 第 109固 に 示 し た松原遺跡出土例 （ 久保1993) の よ う な 個 体が、 偶発的理 由 に よ っ て

で は な し に 出 現 し て く る 背景 に は 、 「 ア メ リ カ 式石鏃」 の 存 在 を 予 想す る の が妥当 で あ る 。 い み じ く も 古 川 ・ 石

原 両氏 が引 用 し た 「三角 形 の 底辺 に 近 い と こ ろ を ， 両側 か ら 深 く 欠 き と っ て 」 ( P28 . 小林1959) 製作 さ れ る こ

と こ そ が、 ま さ に 「 ア メ リ カ 式石鏃」 の 最大 の 特徴 で あ り 定義で あ る 。 と す れ ば 、 第 1 09 図 に 観察で き る 「深 い

欠 き と り 」 こ そ 、 そ れが正 に 「 ア メ リ カ 式」 で あ る 証左 と い え る 。 凹 基無茎 に し て 相対す る U 字形の扶 り を 施す

こ と で形態的成立 を 図 る 。 こ の仕業の みで も 外来的要素の読解 は 十 分 で あ る 。 た だ し 在地石材 を 使 い 、 通常の石

鏃 と 同 様 な 細 か い押圧剥離法 に よ っ て仕上 げ ら れ て い る 点 で 、 後期段階の 本遺跡例 と は 決定的 な 違 い があ る 。 中

期後半での 「 ア メ リ カ 式石鏃」 登場の背景 に は 、 作 り 手 の 本 質 を 問 う こ と は で き な い の で あ る 。

次 ぎ に 「 ア メ リ カ 式石鏃」 の機能 ・ 用 途 を 考 え る に あ た り 、 第 1 1 1 図 に 全体 形 を 推定 で き る 5 点 を 実大で再掲

し た 。 各個体の法量 ・ 属性に つ い て の 詳細 は 観察表 に 譲 る が、 有茎式鏃 と の特段 の 差異 は 読み取れ な い 。 機能的

な 部 分 に 於 い て 有茎式鏃 と 区 別 で き な い の で あ れ ば、 「飛翔 ・ 殺傷用 の 道具」 を 否定す る 根拠 は な い こ と に な る 。

顕微鏡観察 ( X 200) の結果で は 、 先端部 に 明 瞭 な 使 用 痕 跡 は 認 め ら れ な か っ た 。 基 部 に 関 し て は 装着 に 由来す

る も の で あ ろ う か 、 剥 離稜線上 に 磨耗痕跡 を 観察で き た （ 第 1 1 1 図 ， ●印） 。 ま た 基部の扶 り 込み部の 周辺 に は ア

ス フ ァ ル ト 状の付着物が 3 例 に確認で き た （ 第 1 1 1 図 ， ス ク リ ー ン ト ー ン ） 〔註 5 〕 。 ア ス フ ァ ル ト 状の 付着物 （ 第

1 1 0 図 ） は 極微量であ り 、 物 質 の 化学 的 分析 を 経 て い な いが、 ア ス フ ァ ル ト で あ れ ば弥生時代 の 県 内 資科に は 、

余 り 例 の な い付 着物 で あ る ( P 205. 町 田2000) 。 付着位置か ら 推察 し て 、 鏃身 を 矢柄へ装着す る 際 の膠着材 と 考

え る の が妥 当 で 、 柄の存在 を 予想す る こ と が可能 と な る 。 緊縛法の推定 ま で は難 し い が、 第 1 1 1 図 に示す と お り 、

U 字形 に 袂 る そ の 部分 に は 付着物 は 確認で き な い。

こ こ で注意すべ き は 第 1 1 1 図 ー 4 (SB 1 1 - No206) の 資 料で あ る 。 こ の 個 体 は 、 今 回 の 出 土資料中 、 最 も 精製で

優美 ？ で あ る 。 材 質 も 流紋岩材 と 判 定 さ れ た が 、 外観は淡い 茶色で硬質 な 頁 岩 に 似て 、 白 色 を 呈 し た 他資料 と は
一 見 し て 区 別 で き る 。 流紋岩の 母岩 中 に 点 在す る 類似部分 を 素材 と し た と も 考 え ら れ る が、 水洗選別 資 料 を 含め

て も 同様 な 色調 を 呈 し た石屑 は砕片が 3 点 出 土 し て い る だ け で あ る 。 こ の こ と は 、 こ の個 体が流紋岩材で あ っ た
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に せ よ 、 本遺跡内 で製作 さ れ な か っ た 可能性 を 示唆す る も の で あ る 。 顕微鏡観察 の結果で も 、 磨耗痕跡や 付着物

は認め ら れ な い。 同 じ 住居 内 か ら 伴 出 し たNo205 を 始め と す る 他 6 点 と の対比 は 、 何 を 意味す る も の で あ ろ う か。

No206 を 搬 入 品 と 考 え れば、 本遺跡地での 「 ア メ リ カ 式石鏃」 製作作 行 為 の 影 に 1 点 の モ デル ？ が存 在 し て い た こ

と に な る 。

小 結

長野吉 田 高校遺跡出土 の 「 ア メ リ カ 式石鏃」 製作 に 関 す る 特徴

O 遺跡周辺部 に は 産 出 し な い流紋岩材 を 選択す る 。 原 材 は表皮の あ る 円礫であ り 、 ハ ン ド ボ ー ル 程 の 大 き さ の も

の を 分割 し 、 剥片状の素材 を 剥 離 し て 石 核 を 準備す る 。 石核 に は 明 瞭 な 剥 離面打面 を 有す る こ と が特徴で、 剥

片剥離は常 に 分割 面 を 打面 と す る 点 で 、 規則 的 な 加撃 ・ 剥離行為 で あ る 。

O 素材（用 ）剥 片 は 、 20g未満程度の剥片 を 選択 し 、 押圧剥離法 に よ っ て 器 種 を 生成す る 。

O剥片の全体 を 大 ま か に 加工成形 し 、 4.0cm � 5.0cm ほ どの 両面加工石 器 を 製作す る 。 次 ぎ に よ り 細 か な 平坦剥離

で 、 石鏃形 に 全体 を 整形 し 、 基 部 に 深 い U 字状の 袂 り を 施 し て 「 ア メ リ カ 式石鏃」 を 完成 す る 。 し た が っ て

「 ア メ リ カ 式石鏃」 の 表裏面 に 観察 さ れ る 剥 離痕 は 、 有茎式石鏃 に 比 して幅広で粗い 感 じ を 受 け る 。

O遺跡内 に は 1 点 の み優美 に し て 精 製 な 個 体があ り 、 「 ア メ リ カ 式」 と し て の 大別 上 の 規範形が存在 し た 可能性

があ る 。 た だ し 細 別 形態 に は 幾つ か の 種類があ り 、 資料の 共伴性 を 考慮 す れ ば、 そ れ ら を 「 ア メ リ カ 式石鏃の

形態 セ ッ ト 」 と 理解 す る こ と も で き る 。

O法量等の属性に有茎式石鏃 と の 大 き な 差異 は な く 、 石鏃 と し て の機 能 は 備 わ っ て い る 。 県 内 で は 産 出 し な い ア

ス フ ァ ル ト ？ 状の 膠着物があ り 、 柄の存在 を 予想で き る 。 完形資料が多 く 、 欠損例 は 少 な い。

註 1 . 坪井正五郎 1908 「陸前名取地方 に 於 け る 見聞」 東京 人類学会雑誌 第 1 1 巻 1 20号

坂本和也1995 「 ア メ リ カ 式石鏃考」 『み ち の く 発掘 ー 菅原文也先生還暦記念論集 ― .I

2 .  古 川 知 明 ・ 石原正敏1986 「付編 3 ア メ リ カ 式石鏃 に 関 す る 一 考察」 『六地 山 遺跡』 新渇市教育委員 会

3 .  長野市立 茶 臼 山 自 然 史館学芸員 、 畠 山 氏 の 鑑定 に よ る 。

4 .  文 中 で使用 す る ( S B O O No O ) と は 実測 図面の提示で き な か っ た資料で、 石器観察台帳 に 登録 さ れ た

出 土遺構番号 及 び整理番号 を 意味 し て い る 。

5 .  ア ス フ ァ ル ト 状付 着物 は 、 極微量で 、 肉 眼 よ り も 顕微鏡 レ ベ ル で 明 瞭 に確認で き る 。 し た が っ て 図 中 の ス

ク リ ー ン ト ー ン 表現 は 、 分布範 囲 で あ っ て 、 そ の量 を 示 し た も の で は な い 。 （ 町 田 ）
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6 その他の遺物

1 縄文土器 （ 第 1 12図）

い ず れ も 遺構外 よ り 出 土 し た も の で あ る が、 主 と し て 旧 流路 よ り の 出 土 で あ り 、 流込の可能性 を 考 え る と 、 本

遺跡北 西 に縄文期 の 遺跡が存在す る こ と も 想定 さ れ る 。 1 - 5 は 前期 諸磯式の浅鉢破 片 、 6 - 8 は横走 す る 羽状

縄文が認め ら れ 同 じ く 前 期 に位置づけ ら れ る 。 9 � 13 は 中 期 の土器であ ろ う か
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第 1 12図 遺構外出 土縄文土器拓影 ( 1 : 3 )  

2 土製品類 （ 第 1 13 図 ）

1 は22号住居址 か ら 出 土 し た小型 の壺形土器で手捏ね に よ っ て 成形 さ れ て い る 。 内 部 に は 赤色顔料 （ベ ン ガ ラ ）

が頸部付近 に ま で残存 し て い る 。 外面 と 口縁部 内 面 は 赤彩 さ れ て い る 。 2 は20号住居址 よ り 出 土 し た 土製勾 玉で

下 半 を 欠損 し 2/3程 が残 存す る 。 全 面 に 軽 い 箆磨 と と も に 赤 彩 が な さ れ て い る 。 3 は 17号住居址床面 よ り 出 土 し

た 土 製勾 玉。 完形品 で全体 に ナ デで仕上 げ ら れ る 。 赤 彩 は認め ら れ な い 。 4 は検出 面 よ り 出 土 し た 土製勾 玉 で 3

同様ナ デで仕上 げ ら れ 、 赤彩は認め ら れ な い。 5 は 土 製紡錘車で 、 土器破片 を 転用 し た も の で 中 央 に 1 孔 を 有 し 、

周 囲 は 非常 に 丁寧 に擦 り 磨 い て 整形 し て い る 。 6 � 8 は 土 製 円盤。 い ず れ も 士器破片の 周 囲 を 打 ち 欠 い た も の で

周 囲 の擦 り 磨 き ほ と ん ど認め ら れ な い ．
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第 1 13図 土 製 品 類 実 測 図 ( 1 : 2 )  
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13号住 出土流紋岩原石

流紋岩石核

▲

・

·

13号住工作 ピ ッ ト 出 土流紋岩剥 片 類

，， 

13号住出 土流紋岩剥 片 類 19号住出 土流紋岩剥 片 ・ チ ッ プ類
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